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７
月
６
日
、
上
対
馬
町
の
三
宇
田
海
水
浴
場
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
に
、
第
12
回
国
境
マ
ラ
ソ
ン
IN
対
馬
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
に
は
、
韓
国
か
ら
の
参
加
者
１
４

５
名
を
含
む
1
0
6
3
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
下
は
小
学
生

か
ら
上
は
79
歳
の
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の
ラ
ン
ナ
ー

が
国
境
マ
ラ
ソ
ン
特
有
の
潮
風
香
る
自
然
豊
か
な
コ
ー
ス

で
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
大
会
の
種
目
中
最
も
過
酷
な
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
は
、
午
前
９

時
ち
ょ
う
ど
に
ス
タ
ー
ト
。
選
手

た
ち
は
、
起
伏
の
激
し
い
コ
ー
ス

と
戦
い
な
が
ら
、
泉
、
豊
、
鰐
浦
、

大
浦
、
比
田
勝
、
古
里
、
西
泊
の

各
集
落
を
抜
け
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

ま
し
た
。
蒸
し
暑
い
天
候
に
苦
ん

で
い
た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
で
し
た
が
、

沿
道
の
市
民
か
ら
の
温
か
い
声
援

に
応
え
て
、
力
強
く
走
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
会
場
で
は
、
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
の
ス
タ
ー
ト
に
続
き
、
10
km
、

５
km
、
３
km
、
２
km
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
各
部
門
の
競
技
が
行
わ
れ
、

好
記
録
を
ね
ら
っ
て
真
剣
に
走
る

選
手
の
ほ
か
、
仲
間
た
ち
と
の
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と

し
た
ペ
ー
ス
で
走
る
参
加
者
や
、

中
に
は
奇
抜
な
衣
装
を
着
て
レ
ー

ス
に
挑
む
選
手
も
い
て
、
観
客
の

笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　
走
り
終
え
た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
に

は
、
大
会
事
務
局
か
ら
の
記
録
証

が
送
ら
れ
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
記

録
証
を
手
に
記
念
撮
影
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
福
岡
市
の
九
電
工
陸
上
部
所
属
。

「
コ
ー
ス
は
、先
輩
た
ち
に
聞
い
て

い
た
以
上
に
タ
フ
で
し
た
。
タ
イ

ム
は
よ
く
な
い
で
す
が
、
狙
っ
て

い
た
の
で
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い

で
す
」
タ
イ
ム
１
時
間
10
分
40
秒�

　
３
月
に
韓
国
で
行
わ
れ
た
Ｋ
Ｎ

Ｎ
環
境
マ
ラ
ソ
ン
の
優
勝
者
で
、

招
待
選
手
と
し
て
出
場
。
「
今
日

は
楽
し
み
な
が
ら
走
れ
た
。
私
は

坂
に
強
い
の
で
有
利
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
満
足
し
て
い
ま
す
」
　

　
　
　
タ
イ
ム
１
時
間
34
分
40
秒�
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男
 
 
子

■
2
km
▼
小
学
4
年
＝
根
〆
聡
司

（
北
部
小
）
7
分
21
秒
▼
小
学

5
年
＝
日
高
綾
哉
（
久
田
小
）

7
分
40
秒
▼
小
学
6
年
＝
三
浦

健
太
（
久
田
小
）
7
分
10
秒

■
3
km
▼
中
学
生
＝
宮
原
博
佳
（
豊

中
）
10
分
17
秒
▼
一
般
（
高
校

生
以
上
）
＝
松
尾
英
晴
（
熊
本

県
）
10
分
55
秒

■
5
km
▼
一
般
（
高
校
生
以
上
39

歳
以
下
）
＝
舟
倉
大
亮
（
対
馬
）

17
分
23
秒
▼
一
般
（
40
歳
以
上
）

＝
枝
見
学
（
対
馬
）
18
分
26
秒

■
10�
km
▼
一
般
（
高
校
生
以
上
39

歳
以
下
）
＝
阿
比
留
勇
次
（
対

馬
）
35
分
19
秒
▼
一
般
（
40
歳

以
上
）
＝
川
瀬
和
幸
（
茨
城
県
）

37
分
10
秒

■
ハ
ー
フ
▼
一
般
（
高
校
生
以
上

39
歳
以
下
）
＝
岩
見
和
明
（
九

電
工
）
1
時
間
10
分
40
秒
▼
40

歳
代
＝
十
川
進
（
福
岡
県
）
1

時
間
20
分
36
秒
▼
50
歳
以
上
＝

内
山
徳
博
（
対
馬
）
1
時
間
23

分
25
秒

 
 
女
 
 
子

■
2
km
▼
小
学
4
年
＝
山
瀬
未
来

（
塩
浦
J
A
C
）
8
分
6
秒
▼

小
学
5
年
＝
佐
伯
麻
美
（
久
原

小
）
7
分
23
秒
▼
小
学
6
年
＝

松
原
由
希（
久
田
小
）7
分
25
秒

■
3
km
▼
中
学
生
＝
松
島
奈
央
（
大

船
越
中
）
11
分
7
秒
▼
一
般
（
高

校
生
以
上
）
＝
阿
比
留
優
（
対

馬
高
校
）
10
分
59
秒

■
5
km
▼
一
般
（
高
校
生
以
上
39

歳
以
下
）
＝
大
賀
ち
よ
こ
（
福

岡
県
）
24
分
23
秒
▼
一
般
（
40

歳
以
上
）
＝
橋
本
紀
江
（
山
口

県
）
24
分
00
秒

■
10�
km
▼
一
般
（
高
校
生
以
上
）

＝
東
幸
恵
（
那
珂
川
Ｒ
Ｃ
）
51

分
01
秒

■
ハ
ー
フ
▼
一
般
（
高
校
生
以
上
）

＝
イ
・
ミ
ン
ジ
ュ
（
韓
国
）
1

時
間
34
分
40
秒

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
男
女
（
中
学
生

以
上
）
＝
井
川
鎮
（
比
田
勝
中
）

52
分
28
秒

　
昭
和
30
年
か
ら
33
年
に
か
け
て
、
農
業
改
良
普
及
員

と
し
て
対
馬
に
勤
務
し
て
い
た
月
川
雅
夫
さ
ん（
80
）が
、

当
時
撮
影
し
た
農
村
の
風
景
を
写
真
集
「
対
馬
　
昭
和

30
年
代
初
め
の
暮
ら
し
」
（
B
5
版
1
6
0
頁
）
と
し

て
自
費
出
版
し
、
対
馬
市
へ
50
冊
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
月
川
さ
ん
は
、
今
か
ら
約
50
年
前
に
下
県
郡
佐
須
村

へ
赴
任
し
、
仕
事
の
傍
ら
趣
味
だ
っ
た
写
真
撮
影
を
行

い
、
当
時
の
農
村
の
姿
を
写
真
に
収
め
ま
し
た
。
写
真

集
に
は
、
農
作
業
で
対
州
馬
が
活
躍
し
て
い
る
様
子
や
、

村
民
総
出
で
石
屋
根
小
屋
に
石
を
葺
く
様
子
、
結
婚
式

の
様
子
な
ど
、
当
時
の
貴
重
な
写
真
が
約
1
5
0
枚
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
対
馬
の
教
育
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
の
月
川
さ

ん
の
意
向
で
、
寄
贈
さ
れ
た
写
真
集
は
市
内
の
小
、
中

学
校
と
つ
し
ま
図
書
館
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
個
人
的
に
写
真
集
の
購
入
（
1
冊
二
千
円
）

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
■
対
馬
の
自
然
と
文
化
を
守
る
会

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
２
０
（
５
２
）
３
８
１
６

　
7
月
1
日
、
対
馬
市
消
防
本
部
は
住
宅
火
災
に

よ
る
死
者
減
少
を
目
指
し
、
上
県
町
の
佐
須
奈
地

区
（
日
a
光
博
総
区
長
、4
5
4
世
帯
、１
０
１
６

名
）
を
住
宅
防
火
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
美
津
島
町

知
の
「
上
の
町
第
二
」

地
区
に
続
き
２
ヶ
所
目
の
指
定
で
期
間
は
2
年
間
。

同
地
区
で
は
消
防
署
、
消
防
団
が
連
携
・
協
力
し

て
防
火
教
室
・
消
火
訓
練
等
や
、
住
宅
用
防
災
機

器
等
の
普
及
促
進
な
ど
住
宅
防
火
対
策
へ
向
け
た

事
業
が
重
点
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
佐
須
奈
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
指

定
書
交
付
式
で
日
a
総
区
長
は
、
「
こ
の
運
動
を

契
機
に
、
地
区
を
挙
げ
て
住
宅
防
火
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
」
と
挨
拶
。
ま
た
、
佐
須
奈
保
育
所
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
「
ぼ
く
た
ち
、

わ
た
し
た
ち
、
ぜ
っ
た
い
火
あ
そ
び
し
ま
せ
ん
」

と
大
き
な
声
で
防
火
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。
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6
月
25
日
、
厳
原

幼
稚
園
で
授
業
「
韓

国
語
で
遊
ぼ
う
」
が

開
か
れ
、
園
児
75
名

が
韓
国
語
を
勉
強
し

ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
に
い
ろ

い
ろ
な
人
と
の
交
流

を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
同
園
が
企
画
し
た
も

の
で
、
講
師
は
国
際
交
流
員
の
成

修
眞
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。「
ア
ン

ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ（
こ
ん
に
ち
は
）」

「
ア
ン
ニ
ョ
ン
ヒ
カ
セ
ヨ
（
さ
よ

う
な
ら
）
」
と
い
っ
た
簡
単
な
韓

国
語
で
の
挨
拶
の
練
習
の
ほ
か
、

韓
国
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行

い
ま
し
た
。

　
元
気
い
っ
ぱ
い
の
園
児
た
ち
は
、

積
極
的
に
み
ん
な
の
前
に
出
て
大

き
な
声
で
挨
拶
を
し
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
上
手
な
発
音
に
交
流
員
の

成
さ
ん
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
で
は
と

て
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　
厳
原
幼
稚
園
は
、
人
気
の
観
光

ル
ー
ト
（
万
松
院
や
対
馬
歴
史
民

俗
資
料
館
）
沿
い
に
あ
る
た
め
、

韓
国
人
旅
行
者
が
毎
日
の
よ
う
に

前
を
通
り
、
挨
拶
を
習
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
早
速
習
っ
た
韓
国
語

で
「
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
」
と
挨

拶
し
、
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　対馬北警察署が7月12日と16日に上県町樫滝の仁田地区デイサ

ービスセンター「御嶽の里」で実施した高齢者の交通事故防止、

振り込め詐欺被害防止を呼びかける安全講話で、講師として出席

した村瀬金哉巡査部長（樫滝駐在所員）が、駐在所裏庭で育てた

百日草を通所者一人ひとりにプレゼントしました。

　百日草の花言葉は「幸福」「絆」で、お年寄りたちの末長い幸

福を祈り、百日草にかけて百歳以上、いつまでも元気で長生きし

て欲しいと贈ったものです。思いがけないプレゼントに通所者の

皆さんは笑顔を見せていました。

　７月21日、対馬市総合福祉保健センターで、鶏鳴幼

稚園の園児とその保護者らが参加して、スープカレー

作りが行われました。

これは、長崎県の男女共同参画支援事業の一環として

行われたもので、幼稚園の保護者活動はお母さんまか

せのお父さんたちにも積極的に参加してもらおうと、

鶏鳴幼稚園の保護者グループ「おやどりの会」が実施

しました。

　スープカレーの材料となった野菜の中には、園児と

保護者による手作りのものもあって、その野菜を育て

るための堆肥作りから取り組んできた参加者にとって

は格別な味だったようです。

手作り野菜でスープカレー
　　　　　　　　美津島町の鶏鳴幼稚園�

高齢者に百日草をプレゼント　　
　　　　　　　～花言葉は「幸福」「絆」～　

園児が元気に

「アンニョンハセヨ」

ス
ジ
ン

ソ
ン

ソ
ン

きずな

きずな



　7月1日、対馬観光物産協会中対馬支部と対馬市による美津島
町海水浴場開き式が開催されました。勝見及び太田の海水浴場で
関係者及びボランティアの方々が清掃をした後、「安全祈願祭」
が行われ、期間中の無事故を祈願しました。
　美津島町海水浴場は、長崎県が実施している水質検査で、今年
も最上級の「ＡＡ」ランクを維持していることに加え、立地条件
がよいこともあり、夏休みを中心に、島内はもとより島外からも
海水浴客が訪れ、毎年7千人以上の方に利用されています。

　厳原町白子区主催による第3回白子ありあけ祭りが区内のありあけ会
館で7月13日に開かれ、多くの家族連れで賑わいました。
　祭りは、小中学生約70名が出場したロードレース大会で幕を開け、
多くの出店で賑わった会場では、ゲーム大会やアニメの映写会といった
子ども向けのイベントに加え、ステージでは久田幼稚園児による可愛ら
しいお遊戯や、久田小和太鼓クラブによる蒙古太鼓の演奏、久田中学校
3年生によるソーラン節や、婦人会による舞踊が披露されました。子ど
もから大人まで、多くの区民が楽しんだ祭りになりました。

　6月24日、上対馬地区民生児童委員協議会のメンバー21名が町内
の5ヶ所に空き缶投げ捨て防止を呼びかける看板を設置しました。
　また、看板を設置しながら、道路脇の空き缶回収も行いゴミ袋36

個分を回収しました。
　空き缶は、捨てればゴミですがリサイクルすれば資源としてよみ
がえります。ドライバーの皆さん、車からの空き缶のポイ捨てはや
めましょう。
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白子ありあけ祭り  世代を超えて区民が祭りを楽しむ�

美津島町海水浴場開き

ロードレース大会の様子�

空き缶の投げ捨て防止看板を設置（上対馬）

　
6
月
20
日
、
対
馬
市
商
工
会
青

年
部
に
よ
る
「
若
い
経
営
者
の
主

張
大
会
」
が
商
工
会
上
対
馬
支
所

で
開
か
れ
、
厳
原
、
美
津
島
、
豊

玉
、
上
対
馬
の
各
支
部
を
代
表
し

た
4
名
が
青
年
部
活
動
や
地
域
振

興
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
１
人
の
持
ち
時
間
は
10
分
間
で
、

発
表
内
容
や
構
成
、
表
現
力
な
ど

が
審
査
さ
れ
た
結
果
、
厳
原
支
部

の
播
磨
孝
記
さ
ん
（
37
歳
）
が
、

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
家
業
を
継
ぐ
た
め
10
年
前
に
対

馬
に
戻
り
、
5
年
前
か
ら
青
年
部

活
動
を
行
っ
て
い
る
播
磨
さ
ん
は

発
表
の
中
で
、「
現
在
暗
い
話
ば
か

り
が
目
立
つ
対
馬
に
も
、
韓
国
か

ら
の
観
光
客
の
増
加
な
ど
明
る
い

材
料
も
あ
る
。
観
光
は
リ
ピ
ー
ト

と
口
コ
ミ
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
も

の
。
せ
っ
か
く
の
対
馬
再
生
の
チ

ャ
ン
ス
を
失
わ
な
い
た
め
に
も「
魅

力
あ
る
対
馬
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

努
力
を
し
て
行
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
し
て
愛
す
る
対
馬
の
未

来
と
次
な
る
世
代
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
も
、
青
年
部
の
活
動
を

通
し
対
馬
の
小
さ
な
力
に
な
っ
て

い
き
た
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
播
磨
さ
ん
は
7
月
17
日
、
西
海

市
で
開
催
さ
れ
た
県
大
会
に
対
馬

代
表
と
し
て
出
場
し
、
見
事
第
2

位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

若
い
経
営
者
の
主
張
大
会

　
最
優
秀
賞
に
厳
原
支
部
の
播
磨
孝
記
さ
ん
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7
月
17
日
、
対
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
福
祉

出
前
講
座
が
西
部
中
学
校
で
開
か
れ
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
中
で
、
健
康
福
祉
班
に
所
属
し
て
い
る
生
徒

10
名
が
高
齢
者
の
疑
似
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
身
に
つ
け
れ
ば
約
80
歳
の
老
人
の
身

体
が
体
験
で
き
る
よ
う
作
ら
れ
た
専
用
の
サ
ポ
ー
タ
ー

や
重
り
を
、
足
首
や
膝
、
肘
な
ど
の
関
節
に
装
着
し
、

耳
栓
を
入
れ
、
視
野
の
狭
さ
や
白
内
障
に
よ
る
色
覚
変

化
を
体
験
す
る
た
め
の
眼
鏡
を
つ
け
て
、
階
段
を
歩
い

た
り
、
大
豆
を
箸
で
つ
ま
む
な
ど
の
日
常
生
活
で
の
動

き
を
体
験
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
動
き
に
く
く
な
っ

た
体
に
戸
惑
い
、
驚
い
て
い
た
様
子
で
し
た
。

　
2
年
生
の
片
山
耕
基
く
ん
は
、
「
階
段
を
登
る
と
き

足
が
重
く
曲
げ
に
く
く
て
大
変
で
し
た
。
な
ぜ
、
老
人

は
動
き
が
遅
い
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
き

つ
さ
、
大
変
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
」
と
感
想
を
話
し
ま

し
た
。

生
徒
た
ち
は
９
月
に
は
独
居
老
人
の
自
宅
を
訪
問
し

て
交
流
す
る
予
定
で
す
。

　
7
月
2
日
、
豊
玉
中
学
校
の
1
年
生
26
名
が
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
わ
た
づ
み
（
同
町
仁
位
）
を
訪
問
し
、
利

用
者
約
40
名
と
交
流
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
と
心
の
交
流

を
行
い
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
い
っ
そ
う
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
数
日
後
に
迫
っ
た
七
夕
に
合
わ
せ
、
「
い
つ
ま
で
も
元

気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
利
用
者
の
健
康
を
祈
る
短
冊

を
吊
し
た
七
夕
飾
り
を
持
参
し
た
生
徒
た
ち
は
、
七
夕
の

歌
を
合
唱
し
た
り
、
豊
玉
音
頭
を
披
露
し
て
、
利
用
者
と

の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
最
初
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い

た
生
徒
た
ち
も
、
勇
気
を
出
し
て
た
く
さ
ん
の
老
人
た
ち

に
声
を
か
け
、
出
身
地
や
趣
味
、
家
族
な
ど
の
話
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
利
用
者
の
一
人
は
「
楽
し
く
て
、
涙
が
出
る
ほ
ど
感
謝

し
て
い
ま
す
。
や
さ
し
く
て
い
い
生
徒
た
ち
で
す
」
と
感

激
し
た
様
子
で
話
し
ま
し
た
。

高齢者体験用装具を着け階段を歩く生徒�

「仕事の幅広さに驚きました」　　　　　
―比田勝海上保安署で高校生が職場体験―　

巡視艇の体験航海（上）�
と、鑑識業務（指紋採�
取）実習（右）の様子�

西
部
中
の
生
徒
が
高
齢
者
を
疑
似
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　
社
協
の
福
祉
出
前
教
室
　
　

豊玉中１年生が特養わたづみを訪問

　7月1日～3日、比田勝海上保安署で職場体験学習が実施され、

上対馬高校の2年生2人（部原敏貴君、緒方裕樹君）が参加しま

した。

　海上保安官の制服に身を包んだ2人は１日目、仕事についての

講話を受講した後、心肺蘇生法等の救急講習、ロープワーク（ロ

ープの結び）体験、巡視艇「あきぐも」搭載艇の操船体験を行

いました。2日目には、模擬立入検査訓練、鑑識業務（指紋採取）

の実習を行い、巡視艇「あきぐも」による体験航海では、操舵

を握っての操船やレーダー、双眼鏡を使用しての見張り等を体

験しました。

　3日目には、航路標識等交通部の仕事についての講話を受けて、

棹埼灯台での機器の説明及び点検作業を体験しました。職場体

験を終えた2人は、「大変、良い経験になりました。海上保安庁

の仕事の幅広さには驚きました。」と話していました。

�
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　比田勝海上保安署による巡視艇「あきぐも」の体

験航海が7月20日に佐須奈港、21日に比田勝港で実施

され、小中学生や保護者が参加しました。

　参加者は体験航海を前に実施された海の安全教室

で救命胴衣着用等の説明を受けて、巡視艇に乗り込

み、乗組員に操船を教わりながら実際に舵を握り巡

視艇の操船を体験しました。体験者は、海上を滑る

様に航走する巡視艇のスピードに驚いた様子で、

「船の運転は、真っ直ぐ走らせることが難しかった

けれど、とても楽しかったです」と話していました。

　社会を明るくする運動は、犯罪や非行の防止と罪を犯した人

たちの更生について理解を深め、明るい社会を築こうとする全

国的な運動で、毎年各地で色々な活動が行われています。

　対馬市では保護司を中心に運動が行われ、7月6日に保護司や

更生女性会のメンバーが参加して「パル21」で啓発活動が実施

されました。運動の意義を説明しながら啓発物資を配布し、市

民に理解を求めました。

　
本
年
度
は
「
お
互
い
に
認
め
合
い
、

高
め
合
う
学
校
・
学
級
集
団
作
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
主
に
地
域
と
の
連
携

活
動
の
充
実
を
研
究
の
柱
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
人
権
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
歩
調
を
合
わ
せ
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
6
月
27
日
に
は
、
佐
護
住
民
セ
ン

タ
ー
に
南
島
原
市
在
住
の
助
産
師
中

村
ま
り
子
先
生
を
招
き
、
演
題
「
愛

さ
れ
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
子
ど

も
た
ち
」
の
講
演
会
（
P
T
A
文
化

教
養
部
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
ト
ー
ク
の
中

で
、
「
生
き
る
た
め
に
大
切
な
こ
と

と
は
」「
相
手
の
目
を
見
て
会
話
を
し

よ
う
」
「
１
日
１
回
相
手
を
褒
め
て
、

優
し
い
気
持
ち
（
思
い
や
り
）
を
持

と
う
」
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
や
今
重
要
視
さ
れ
て
い

る
食
育
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
あ
っ
と
い
う
間
の
90
分

で
し
た
。
参
加
し
た
保
護
者
の
方
々

か
ら
は
「
い
い
出
会
い
を
頂
い
た
」

「

怒
る
よ
り
褒
め
て
育
て
る

を

忘
れ
て
い
ま
し
た
」
「
我
が
子
に
自

己
決
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
ろ
う
か
？

忙
し
さ
に
か
ま
け
て
自
分
に
合
わ
せ

さ
せ
て
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
か
？
」

等
の
感
想
が
あ
り
、
大
変
有
意
義
な

講
演
会
に
な
り
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
学
校
を
一
つ
の
拠

点
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸

び
と
豊
か
な
心
で
、
相
手
を
思
い
や

り
、
自
分
に
素
直
に
育
っ
て
い
け
る

よ
う
、
佐
護
校
区
全
体
で
見
守
っ
て

い
け
る
よ
う
地
域
と
連
携
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
な
お
、
本
校
３
年
間
の
研
究
成
果

を
、
平
成
21
年
１
月
30
日
に
、
本
発

表
と
し
て
市
民
の
皆
様
方
に
公
開
し

ま
す
。
多
数
の
ご
参
観
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
佐
護
小
中
学
校
Ｈ
Ｐ（h

ttp
:/

/

w
w

w
5

.o
cn

.n
e.jp

/
~

sag
o

/
to

p
.

h
tm

l

）
に
て
随
時
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
文
責
‥
対
馬
市
立
佐
護
中
学
校

教
頭
　
谷
坂
利
浩
）

シリーズ「人権教育総合推進地域事業」の取組　その⑭

　佐護小中学校の取組�
　文部科学省指定の人権教育総合推進地域事業の研究協力校として、子どもたちの人権感覚を育てる研究を行
っている佐護小中学校の取組を紹介します。�

体
験
航
海
の
様
子�

親子で巡視艇「あきぐも」を体験航海

「犯罪を防ぎ、立ち直りを助けよう」と呼びかけ
―７月は社会を明るくする運動　強調月間―　　

対馬市教育委員会

″

″
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１.

地
域
に
活
力
を
取
り
戻
す
組
織
の
設
置�

　
　「
支
所
」の
名
称
を
「
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
」
と
改
称
し
て
、
特
色
を
生
か

し
た
地
域
を
創
る
た
め
、
予
算
と
権
限

を
与
え
て
地
域
に
活
力
を
取
り
戻
す
組

織
に
し
ま
し
た
。

２.

政
策
課
題
に
対
応
し
た
組
織
の
設
置�

　
　
本
市
の
課
題
で
あ
る
地
域
の
再
生
を

図
る
た
め
、
定
例
的
な
事
務
を
持
た
な

い
機
動
的
な
組
織
と
し
て
、
新
た
に

「
地
域
再
生
推
進
本
部
」
と
「
観
光
物

産
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、
企
業
誘
致
、

地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
交
通
対
策
、
景

観
保
全
、
観
光
物
産
、
行
政
改
革
等
の

事
務
を
行
い
ま
す
。

３.

地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
の
導
入

　
　
市
職
員
を
「
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

に
任
命
し
、
市
民
と
共
に
地
域
を
創
る

制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
そ
の
企
画
運

営
を
行
う
部
署
を
設
置
し
ま
し
た
。

４.

横
の
連
携
強
化
と
効
率
化

　
　
部
や
課
を
再
編
成
し
、
本
庁
の
班
制

度
を
廃
止
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
費
削
減
及
び
業
務

の
効
率
化
の
た
め
、
組
織
と
業
務
の
見

直
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
対
馬
の
元
気
を
取
り
戻
す
政
策
実
現
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
組
織
を
見
直
す
機
構
改
革
を

実
施
し
、
8
月
１
日
か
ら
運
用
を
始
め
て
い
ま
す
。

８
月
１
日
か
ら
市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た
。
�

�

■
地
域
再
生
推
進
本
部
　
重
要
な
政
策
課
題

の
解
決
や
、
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
の

定
着
、
景
観
保
全
、
行
政
改
革
な
ど
、
市

民
と
共
に
地
域
を
再
生
さ
せ
る
中
心
と
な

る
部
署
と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

■
観
光
物
産
推
進
本
部
　
観
光
と
物
産
開
発

を
強
力
に
推
し
進
め
ま
す
。
観
光
物
産
協

会
と
の
連
携
を
図
る
た
め
、
同
じ
フ
ロ
ア

（
本
庁
１
階
）
内
に
配
置
し
、
観
光
案
内

所
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
ま
す
。

　
　
ま
た
、
北
部
地
区
の
観
光
・
国
際
交
流

を
推
進
す
る
た
め
、
上
対
馬
事
務
所
を
観

光
物
産
協
会
上
対
馬
支
部
内
（
比
田
勝
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
）
に
設
置
し
ま
し
た
。

■
総
務
企
画
部
　
総
務
部
と
政
策
部
を
統
合

し
課
を
再
編
成
し
ま
し
た
。

【
総
務
課
】
行
政
一
般
、
選
挙
、
人
権
同
和
、

防
災
、
区
長
会
、
秘
書
業
務
、
広
報
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
人
事
評
価
、
給
与
等
を
担

当
し
ま
す
。

【
地
域
振
興
課
】
総
合
・
振
興
計
画
、
交
通

運
輸
、
U
J
I
タ
ー
ン
、
地
域
審
議
会
、

統
計
、
商
工
業
振
興
、
消
費
者
行
政
、
企

業
支
援
、
自
然
環
境
・
鳥
獣
保
護
、
観
光

施
設
の
管
理
運
営
等
を
担
当
し
ま
す
。

【
管
財
課
】
市
有
財
産
の
一
括
管
理
の
た
め

新
た
に
設
置
。
小
さ
な
公
園
、
集
会
施
設
、

公
衆
ト
イ
レ
等
の
維
持
管
理
な
ど
も
行
い

ま
す
。

■
市
民
生
活
部
　
一
部
組
織
と
業
務
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

【
市
民
課
】
パ
ス
ポ
ー
ト
業
務
を
総
務
課
か

ら
移
管
し
ま
し
た
。

【
税
務
課
】
収
納
対
策
室
を
廃
止
し
、
課
税

と
納
税
業
務
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

【
環
境
衛
生
課
】
廃
棄
物
対
策
課
を
名
称
変

更
し
、
環
境
衛
生
す
べ
て
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
市
民
課
か
ら
犬
に
関
す
る
業
務

を
移
管
し
ま
し
た
。

■
福
祉
保
健
部
　
福
祉
部
と
保
健
部
を
統
合

し
、
課
の
再
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

【
福
祉
課
】
保
育
所
の
管
理
運
営
業
務
を
地

域
に
戻
し
ま
し
た
。

【
長
寿
支
援
課
】
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
高

齢
者
に
関
す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

【
健
康
保
健
課
】
特
定
健
診
事
業
の
開
始
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
と
健
康
推
進
事
業

を
ま
と
め
た
組
織
で
す
。

■
観
光
商
工
部
　
観
光
物
産
推
進
本
部
の
設

置
に
伴
い
部
を
廃
止
し
ま
し
た
。
担
当
し

て
い
た
企
業
誘
致
は
地
域
再
生
推
進
本
部

に
、
観
光
施
設
の
管
理
運
営
や
商
工
振
興
、

自
然
保
護
関
係
を
総
務
企
画
部
に
移
管
し

ま
し
た
。

■
農
林
水
産
部
　
建
設
部
か
ら
漁
港
漁
場
業

務
を
移
管
し
、
農
林
土
木
、
漁
港
・
漁
場

業
務
の
技
術
部
門
を
統
合
し
た
「
基
盤
整

備
課
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
建
設
部
　
都
市
計
画
課
を
「
建
設
課
」
に

統
合
し
、
漁
港
漁
場
業
務
を
農
林
水
産
部

に
移
管
し
ま
し
た
。

■
会
計
課
　
会
計
課
分
室
を
各
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

強
化
し
ま
し
た
。

■
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
　
地
域
を
創
る
た

め
の
市
民
の
拠
り
所
と
し
、
自
発
的
な
市

民
の
活
動
を
支
援
す
る
課
と
し
て
、
地
域

振
興
課
を
「
地
域
支
援
課
」
に
変
更
し
ま

し
た
。

主
な
見
直
し
項
目�

�

見
直
し
の
内
容�

�
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対 馬 市 組 織 図�

議 会 事 務 局 � 事 　 務 　 局 �

上対馬観光物産事務所�

総 　 務 　 課 �

出　張　所�

地 域 振 興 課 �

情 報 政 策 課 �

電　算　室�

財 　 政 　 課 �

管 　 財 　 課 �

市 　 民 　 課 � 斎　　　場�

税 　 務 　 課 �

環 境 衛 生 課 � し尿処理場�

対馬クリーンセンター�

福 　 祉 　 課 � 保　育　所�

特別養護老人ホーム�

保 　 護 　 課 �

長 寿 支 援 課 �

健 康 保 健 課 �

南福祉保健センター�

北福祉保健センター�

診　療　所�

診　療　所�

診　療　所�

保　育　所�

保　育　所�

幼　稚　園�

農 林 振 興 課 �

水 産 振 興 課 �

基 盤 整 備 課 �

管 　 理 　 課 �

建 　 設 　 課 �

北部建設事務所�

水 　 道 　 課 �

地 域 支 援 課 �

住 民 生 活 課 �

出　張　所�

会 　 計 　 課 �

会計課分室�

水 　 道 　 課 �

総 　 務 　 課 �

警 　 防 　 課 �

通 　 信 　 課 �

予 　 防 　 課 �

消 　 防 　 署 �

出　張　所�

総 　 務 　 課 �

南地区教育事務所�

給食調理場�

中地区教育事務所�

給食調理場�

学 校 教 育 課 �

給食調理場�

生 涯 学 習 課 �

厳原地区生涯学習センター� 豆酘地区公民館� 佐須地区公民館�

美津島地区生涯学習センター�

豊玉地区生涯学習センター�

峰地区生涯学習センター�

上県地区生涯学習センター�

文 化 財 課 �

事 　 務 　 局 �

事 　 務 　 局 �

事 　 務 　 局 �

議　　　会�

地域再生推進本部�

観光物産推進本部�

総 務 企 画 部 �

市 民 生 活 部 �

福 祉 保 健 部 �
副　市　長�市　　　長�

農 林 水 産 部 �

建　　設　　部�

水　　道　　部�

地域活性化センター�

会 計 管 理 者 �

水　　道　　局�

消　防　本　部�

教育委員会事務局�教　育　長�教育委員会�

監 査 委 員 事 務 局 �

農業委員会事務局�

選挙管理委員会事務局�

監　　　査�

農業委員会�

選挙管理委員会�

保　育　所�

小・中学校�

小・中学校�

幼　稚　園� 小・中学校�

（福祉事務所）�

（地域包括支援センター）�

（上対馬地区公民館）�

（美津島地区公民館）�

（豊玉地区公民館）�

（峰地区公民館）�

（上県地区公民館）�

（厳原地区公民館）�
（市立図書館）�

（平成20年8月1日現在）�
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◎
7
月
31
日
付
退
職

　
山
本
輝
昭
（
保
健
部
長
）、広
田
晴
久
（
消

　
防
署
上
対
馬
出
張
所
）

◎
8
月
1
日
付
異
動

　
　
　
※
氏
名
後
の
（

　
）
内
は
旧
所
属

【
市
長
部
局
】
▼
副
市
長
＝
大
浦
義
光
（
観

光
商
工
部
長
事
務
取
扱
を
解
く
）

《
地
域
再
生
推
進
本
部
》
▼
政
策
補
佐
官
兼

本
部
長
＝
松
原
敬
行
（
政
策
補
佐
官
）
▼

副
本
部
長
＝
堀
義
喜
（
政
策
部
政
策
企
画

課
長
）
▼
副
本
部
長
（
昇
任
）
＝
多
田
満

國（
福
祉
部
福
祉
課
）
▼
参
事
兼
課
長
補
佐

（
昇
任
）
＝
荒
木
静
也
（
政
策
部
政
策
企

画
課
）
▼
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
阿
比
留
裕

史
（
観
光
商
工
部
商
工
課
）
▼
副
参
事
兼

係
長
＝
一
宮
努
（
農
林
水
産
部
農
林
課
）、

三
原
立
也
（
議
会
事
務
局
）
▼
主
任
＝
西

川
治
臣
、久
壽
米
木
大
五
郎
、梅
野
友
和
（
政

策
部
政
策
企
画
課
）

《
観
光
物
産
推
進
本
部
》
▼
本
部
長
（
昇
任
）

＝
廣
田
宗
雄
（
農
林
水
産
部
次
長
兼
農
林

課
長
）
▼
副
本
部
長
（
対
馬
観
光
物
産
協

会
派
遣
）
＝
本
石
健
一
郎
（
観
光
商
工
部

観
光
交
流
課
長
）
▼
副
本
部
長
（
昇
任
）

＝
長
郷
泰
二
（
市
民
生
活
部
税
務
課
）
▼

参
事
兼
課
長
補
佐
＝
梅
野
菊
次
（
観
光
商

工
部
観
光
交
流
課
）
▼
参
事
兼
課
長
補
佐

（
長
崎
県
大
阪
事
務
所
派
遣
）
＝
平
山
哲
正

（
観
光
商
工
部
商
工
課
）
▼
課
長
補
佐
（
昇

任
）
＝
二
宮
照
幸
（
政
策
部
政
策
企
画
課
）

▼
副
参
事
兼
係
長
＝
村
井
英
哉
（
観
光
商

工
部
観
光
交
流
課
）
▼
係
長
（
昇
任
）
＝

扇
徹
弥（
観
光
商
工
部
商
工
課
）
▼
主
任
＝

大
塔
克
彦
（
総
務
部
総
務
課
）【
上
対
馬
事

務
所
】
▼
次
長
兼
所
長
＝
武
田
延
幸
（
観

光
商
工
部
次
長
兼
商
工
課
長
）
▼
主
任
＝

比
田
勝
努
（
上
対
馬
支
所
地
域
振
興
課
）

《
総
務
企
画
部
》
【
総
務
課
】
▼
参
事
兼
課

長
補
佐
＝
三
宅
一
郎
（
観
光
商
工
部
商
工

課
・
対
馬
観
光
物
産
協
会
派
遣
）
▼
課
長

補
佐
（
昇
任
）
＝
松
井
惠
夫
（
総
務
部
職

員
課
）
▼
副
参
事
兼
係
長
（
昇
任
）
＝
桐

谷
優（
観
光
商
工
部
観
光
交
流
課
）
【
地
域

振
興
課
】
▼
課
長
＝
志
田
博
俊
（
峰
地
区

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
峰
地
区
公
民

館
長
）
▼
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
増
田
敬
一

（
市
民
生
活
部
税
務
課
）、豊
田
充
（
政
策
部

政
策
企
画
課
）、武
末
祥
人
（
総
務
部
総
務

課
）
▼
副
参
事
兼
係
長
＝
玖
須
博
一
（
観

光
商
工
部
観
光
交
流
課
）
▼
主
任
＝
築
城

守
夫
（
観
光
商
工
部
観
光
交
流
課
）、古
瀬

博
文
（
政
策
部
政
策
企
画
課
）、岩
佐
哲
也

（
観
光
商
工
部
商
工
課
）
▼
主
事
＝
小
島
繁

樹
（
観
光
商
工
部
商
工
課
）
【
情
報
政
策

課
】
▼
副
参
事
兼
係
長
＝
平
間
博
文
（
監

査
委
員
事
務
局
）【
財
政
課
】
▼
課
長
＝
平

山
秀
樹
（
総
務
部
入
札
契
約
課
長
）
▼
参

事
兼
課
長
補
佐
＝
神
宮
満
也
（
政
策
部
政

策
企
画
課
）
▼
副
参
事
兼
係
長
＝
桐
谷
和

孝
（
総
務
部
職
員
課
）
【
管
財
課
】
▼
課

長
（
昇
任
）
＝
長
久
敏
一
（
会
計
課
）
▼

参
事
兼
課
長
補
佐
（
昇
任
）
＝
阿
比
留
伊

勢
男
（
総
務
部
総
務
課
）
▼
主
任
＝
阿
比

留
新
吾
（
建
設
部
管
理
課
）

《
市
民
生
活
部
》
【
市
民
課
】
▼
次
長
兼
課

長
（
昇
任
）
＝
神
宮
吉
幸
（
美
津
島
支
所

住
民
生
活
課
長
）▼
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
永

瀬
勝
也
（
同
部
税
務
課
）
▼
係
長
（
昇
任
）

＝
稲
垣
敏
弥
（
同
課
）【
税
務
課
】
▼
課
長

＝
俵
邦
雄
（
収
納
対
策
室
長
）
▼
参
事
兼

課
長
補
佐
（
昇
任
）
＝
川
崎
英
嗣（
同
課
）

▼
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
廣
澤
康
功（
総
務
部

財
政
課
）
▼
副
参
事
＝
川
辺
真
由
美（
観
光

商
工
部
観
光
交
流
課
）
▼
副
参
事
兼
係
長

（
昇
任
）
＝
黒
岩
基
尋
（
同
課
）
▼
主
任
＝

荒
木
克
也
（
総
務
部
秘
書
課
）、阿
比
留
高

政（
峰
支
所
住
民
生
活
課
）▼
主
事
＝
長
瀬

賀
宣
（
保
健
部
保
険
課
）、豊
田
秀
樹
（
福

祉
部
福
祉
課
）
【
環
境
衛
生
課
】
▼
課
長

兼
厳
美
清
華
苑
所
長
＝
平
間
壽
郎（
同
部
市

民
課
長
）
﹇
対
馬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
北

部
中
継
所
﹈
▼
主
任
＝
阿
比
留
憲
生
（
中

部
中
継
所
）
﹇
中
部
中
継
所
﹈
▼
技
師
＝

財
部
哲
彰
（
北
部
中
継
所
）

《
福
祉
保
健
部
》
▼
保
健
担
当
理
事
（
昇
任
）

＝
中
村
計
司
（
総
務
部
次
長
兼
職
員
課
長
）

【
福
祉
課
】
▼
次
長
兼
課
長
＝
扇
廣
幸
（
保

健
部
次
長
兼
健
康
推
進
課
長
）
▼
課
長
補

佐（
昇
任
）
＝
乙
成
一
也
（
福
祉
部
福
祉
課
）

▼
主
任
＝
花
屋
茂
雄
（
美
津
島
地
区
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
兼
美
津
島
地
区
公
民
館
）、

朝
鍋
智
男
（
市
民
生
活
部
税
務
課
）
【
保

護
課
】
▼
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
平
山
祝
詞

（
観
光
商
工
部
観
光
交
流
課
）
▼
参
事
兼
課

長
補
佐
（
昇
任
）
＝
阿
比
留
孝
男
（
福
祉

部
同
課
）
▼
副
参
事
兼
係
長
（
昇
任
）
＝

阿
比
留
洋
喜
（
福
祉
部
保
護
課
）、栗
屋
孝

弘（
美
津
島
支
所
住
民
生
活
課
）
▼
主
事
＝

横
瀬
雄
一
郎
（
水
道
局
水
道
課
）
【
長
寿

支
援
課
】
▼
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
仁
位
孝

良（
保
健
部
保
険
課
）
▼
主
任
＝
金
丸
隆
博

（
学
校
教
育
課
）、渕
上
真
一
（
峰
支
所
住
民

生
活
課
）
▼
主
事
＝
小
森
周
一
（
観
光
商

工
部
観
光
交
流
課
）、長
岡
亮
（
市
民
生
活

部
税
務
課
）
【
健
康
保
健
課
】
▼
課
長
＝

神
宮
昌
次
（
厳
原
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）

▼
課
長
補
佐
（
昇
任
）
＝
長
野
元
久
（
保

健
部
保
険
課
）
▼
主
任
＝
福
田
和
美
（
上

県
支
所
住
民
生
活
課
）【
南
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
】
▼
主
幹
（
昇
任
）
＝
原
田
賢
（
同

セ
ン
タ
ー
）

《
農
林
水
産
部
》
▼
入
会
林
担
当
理
事
＝
阿

比
留
博
文
（
政
策
部
長
）
【
農
林
振
興
課
】

▼
次
長
兼
課
長
＝
小
島
近
（
建
設
部
次
長

兼
建
設
課
長
）
▼
主
任
＝
小
島
豪
樹（
美
津

島
支
所
地
域
振
興
課
）、安
藤
智
教（
生
涯
学

習
課
）【
水
産
振
興
課
】
▼
課
長
＝
橘
清
治

（
議
会
事
務
局
次
長
）
▼
課
長
補
佐
（
昇
任
）

＝
波
田
安
徳
、井
田
幸
伸
（
同
課
）
【
基
盤

整
備
課
】
▼
課
長
＝
川
本
治
源
（
建
設
部

管
理
課
長
）

《
建
設
部
》
【
管
理
課
】
▼
課
長
＝
尾
場
瀬

明
（
農
林
水
産
部
水
産
振
興
課
長
）
▼
参

事
兼
課
長
補
佐
（
昇
任
）
＝
竹
本
忠
義
（
同

課
）
▼
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
小
田
秀
敏
（
豊

玉
支
所
地
域
振
興
課
）
▼
課
長
補
佐
（
昇

任
）
＝
立
花
大
功
（
同
課
）
▼
係
長
（
昇

任
）
＝
永
留
秀
敏
（
同
課
）
【
建
設
課
】

▼
課
長
＝
斉
藤
正
敏
（
同
部
都
市
計
画
課

長
）
▼
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
仁
位
隆
宏
（
同

人
事
異
動�

�

対
馬
市�

※
機
構
改
革
に
伴
う
組
織
改
正
に
よ
る
異
動
は
、掲
載�

　
し
て
お
り
ま
せ
ん
。�
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部
管
理
課
）
▼
副
参
事
兼
係
長
＝
鶴
岡
雅

弘
（
同
部
管
理
課
）【
北
部
建
設
事
務
所
】

▼
参
事
兼
課
長
補
佐（
昇
任
）
＝
庄
司
智
文

（
同
所
）
▼
課
長
補
佐（
昇
任
）
＝
仁
田
原

政
彦
（
峰
支
所
地
域
振
興
課
）

《
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
》

﹇
美
津
島
﹈
【
地
域
支
援
課
】
▼
参
事
兼
課

長
補
佐
（
昇
任
）
＝
西
川
均
（
美
津
島
支

所
地
域
振
興
課
）
▼
係
長
（
昇
任
）
＝
佐

伯
真
司
（
美
津
島
支
所
住
民
生
活
課
）
▼

主
任
＝
松
島
哲
也
（
南
地
区
教
育
事
務
所
）、

清
水
千
春
（
上
対
馬
支
所
地
域
振
興
課
）

【
住
民
生
活
課
】
▼
課
長
＝
桟
原
馬
佐
敏
（
厳

原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
厳
原

地
区
公
民
館
長
兼
つ
し
ま
図
書
館
長
）
▼

参
事
＝
八
坂
マ
チ
ヨ
（
水
道
局
水
道
課
）

▼
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
城
崎
喜
信
（
厳
原

地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
兼
厳
原
地
区
公

民
館
）、小
田
康
智
（
水
道
局
水
道
課
・
豊

玉
支
所
住
民
生
活
課
）
▼
主
事
＝
黒
岩
大

作
（
水
道
局
水
道
課
・
美
津
島
支
所
住
民

生
活
課
）

﹇
豊
玉
﹈【
地
域
支
援
課
】
▼
参
事
兼
課
長

補
佐
＝
平
江
俊
哉
（
生
涯
学
習
課
）
▼
副

参
事
兼
係
長
＝
田
中
光
幸
（
政
策
部
情
報

政
策
課
）
【
住
民
生
活
課
】
▼
参
事
兼
課

長
補
佐
＝
阿
比
留
義
範
（
農
林
水
産
部
農

林
課
）

﹇
峰
﹈【
住
民
生
活
課
】
▼
課
長
＝
永
留
秋

廣
（
市
民
生
活
部
廃
棄
物
対
策
課
長
兼
厳

美
清
華
苑
所
長
）
▼
参
事
兼
課
長
補
佐
＝

永
留
泉
（
水
道
局
水
道
課
・
峰
支
所
住
民

生
活
課
）
▼
参
事
兼
係
長
＝
松
村
瑞
香
（
峰

支
所
地
域
振
興
課
）
▼
係
長
（
昇
任
）
＝

居
村
雅
昭
（
保
健
部
保
険
課
）▼
主
任
＝
高

野
和
孝
（
市
民
生
活
部
税
務
課
）
▼
主
事

＝
末
松
竜
二
（
福
祉
部
福
祉
課
）

﹇
上
県
﹈【
地
域
支
援
課
】
▼
課
長
補
佐
（
昇

任
）
＝
豊
田
稔
房（
上
県
支
所
地
域
振
興
課
）

【
住
民
生
活
課
】
▼
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
土

肥
熊
男（
水
道
局
水
道
課
・
上
県
支
所
住
民

生
活
課
）、糸
瀬
美
也（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

▼
主
任
＝
阿
比
留
隆
義（
水
道
局
水
道
課
・

上
県
支
所
住
民
生
活
課
）
▼
主
事
＝
竹
内

亮
介（
上
対
馬
支
所
琴
出
張
所
）、武
末
沙
織

（
美
津
島
支
所
地
域
振
興
課
）
▼
技
師
＝
阿

比
留
良
拓（
水
道
局
水
道
課
）

﹇
上
対
馬
﹈【
地
域
支
援
課
】
▼
副
参
事
兼

係
長
（
昇
任
）
＝
松
清
恵
（
上
対
馬
支
所

地
域
振
興
課
）
▼
副
参
事
兼
係
長
＝
八
島

尚
人
（
建
設
部
北
部
建
設
事
務
所
）
▼
係

長
（
昇
任
）
＝
藤
原
亘
宏
（
総
務
部
入
札

契
約
課
）、小
島
博
憲
（
上
対
馬
支
所
地
域

振
興
課
）【
住
民
生
活
課
】
▼
参
事
＝
園
田

治
盟
、御
手
洗
康
成
（
水
道
局
水
道
課
・
上

対
馬
支
所
住
民
生
活
課
）
▼
課
長
補
佐（
昇

任
）
＝
阿
比
留
裕
（
上
対
馬
支
所
住
民
生

活
課
）
▼
主
任
＝
木
寺
洋
子
（
上
県
支
所

住
民
生
活
課
）
▼
主
事
＝
武
末
修
一
（
観

光
商
工
部
商
工
課
）【
琴
出
張
所
】
▼
参
事

＝
安
心
院
治
美（
上
対
馬
支
所
住
民
生
活
課
）

《
水
道
部
（
水
道
局
）
》
【
水
道
課
】
▼
副

参
事
兼
係
長
（
昇
任
）
＝
梯
敬
治
（
同
課
・

美
津
島
支
所
住
民
生
活
課
）
▼
副
参
事
兼

係
長
＝
勝
見
一
成
（
総
務
部
財
政
課
）
▼

技
師
＝
黒
岩
洋
介
（
建
設
部
建
設
課
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▼
教
育
部
長
＝
永

留
秀
幸
（
総
務
課
長
事
務
取
扱
を
解
く
）

【
総
務
課
】
▼
課
長
＝
中
村
敏
明
（
市
民
生

活
部
税
務
課
長
）
▼
参
事
兼
課
長
補
佐
＝

古
場
公
章
（
上
県
支
所
住
民
生
活
課
）
﹇
南

地
区
教
育
事
務
所
﹈
▼
参
事
兼
課
長
補
佐

＝
小
島
克
喜
（
美
津
島
支
所
地
域
振
興
課
）

▼
係
長
（
昇
任
）
＝
志
賀
慶
二
（
同
事
務

所
）【
学
校
教
育
課
】
▼
主
幹
兼
主
任
指
導

主
事
（
昇
任
）
＝
永
留
和
博
（
同
課
）
▼

主
幹
兼
指
導
主
事
（
昇
任
）
＝
古
藤
省
吾

（
同
課
）
▼
課
長
補
佐
兼
指
導
主
事
（
昇
任
）

＝
古
藤
睦
仁
（
同
課
）
▼
主
任
＝
原
智
佳

（
上
県
支
所
地
域
振
興
課
）
﹇
厳
原
学
校
給

食
共
同
調
理
場
﹈
▼
主
幹
（
昇
任
）
＝
松

村
英
和
（
市
民
生
活
部
市
民
課
）
【
生
涯

学
習
課
】
▼
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
平
間
干

弘
（
上
対
馬
支
所
地
域
振
興
課
）
▼
主
任

＝
福
島
利
弥
（
上
県
支
所
住
民
生
活
課
）﹇
厳

原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
﹈
▼
所
長
兼

厳
原
地
区
公
民
館
長
兼
つ
し
ま
図
書
館
長

（
昇
任
）
＝
八
坂
一
義
（
福
祉
部
保
護
課
）

▼
主
任
兼
厳
原
地
区
公
民
館
＝
米
田
晃
二

（
同
セ
ン
タ
ー
兼
つ
し
ま
図
書
館
）
▼
主
任

兼
つ
し
ま
図
書
館
＝
木
屋
勝
也
（
同
セ
ン

タ
ー
兼
厳
原
地
区
公
民
館
）
▼
主
事
兼
厳

原
地
区
公
民
館
＝
永
留
史
彦
（
会
計
課
）、

早
田
竜
介（
美
津
島
支
所
住
民
生
活
課
）
﹇
美

津
島
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
﹈
▼
係
長

兼
美
津
島
地
区
公
民
館
（
昇
任
）
＝
扇
明

宏
（
厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
兼
厳

原
地
区
公
民
館
）
﹇
豊
玉
地
区
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
﹈
▼
係
長
兼
豊
玉
地
区
公
民
館

（
昇
任
）
＝
梅
野
浩
二
（
同
セ
ン
タ
ー
）﹇
峰

地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
﹈
▼
所
長
兼
峰

地
区
公
民
館
長
（
昇
任
）
＝
梅
野
泉（
福
祉

部
保
護
課
）

【【【【
会会
計計
課
】】

会会
計
課
】】
▼
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
比
田
勝

秀
喜
（
総
務
部
職
員
課
）
▼
参
事
兼
課
長

補
佐
（
昇
任
）
＝
有
江
正
光
（
同
課
）
▼

主
任
＝
築
城
貴
憲
（
豊
玉
支
所
地
域
振
興

課
）《
美
津
島
分
室
》
▼
室
長
（
昇
任
）
＝

久
和
勇
士
（
建
設
部
管
理
課
）
▼
参
事
兼

課
長
補
佐
兼
美
津
島
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
地
域
支
援
課
＝
加
藤
泰
子
（
美
津
島
支

所
地
域
振
興
課
）
《
豊
玉
分
室
》
▼
室
長

（
昇
任
）
＝
阿
比
留
哲
二
（
福
祉
部
保
護
課
）

▼
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
豊
玉
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
課
＝
波
田
志
惠
子
（
豊

玉
支
所
地
域
振
興
課
）
《
峰
分
室
》
▼
室

長
＝
阿
比
留
正
雄
（
峰
支
所
住
民
生
活
課

長
）
▼
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
峰
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
課
＝
有
川
元
子
（
峰

支
所
住
民
生
活
課
）
《
上
県
分
室
》
▼
室

長
（
昇
任
）
＝
糸
瀬
平
和
（
上
県
支
所
地

域
振
興
課
）
▼
主
任
兼
上
県
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
課
＝
糸
瀬
史
子
（
上

対
馬
支
所
住
民
生
活
課
）
《
上
対
馬
分
室
》

▼
室
長
＝
阿
比
留
保
則
（
福
祉
部
福
祉
課

長
）
▼
課
長
補
佐
兼
上
対
馬
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
課
＝
山
田
邦
治
（
上

対
馬
支
所
地
域
振
興
課
）

【
議
会
事
務
局
】
▼
次
長
（
昇
任
）
＝
澁
江

雄
司（
保
健
部
健
康
推
進
課
）
▼
副
参
事
兼

係
長
＝
國
分
幸
和
（
保
健
部
健
康
推
進
課
）

【
監
査
事
務
局
】
▼
局
長
（
次
長
級
昇
任
）

＝
扇
照
幸（
総
務
部
財
政
課
長
）
▼
参
事
兼

課
長
補
佐
＝
大
浦
展
裕
（
保
健
部
保
険
課
）

【
消
防
本
部
】
【
総
務
課
】
▼
主
事
＝
國
分

昇
吾
（
新
規
採
用
）



峰�

日　程�

10月6日�

10月7日�

10月8日�

10月9日�

10月20日�

10月21日�

10月22日�

10月23日�

10月24日�

10月25日�

10月15日�

10月16日�

10月17日�

10月18日�

10月19日�

�

月�

火�

水�

木�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

水�

木�

金�

土�

日�

�

�

対象地区� 実施場所�町�

上
　
県�

上
対
馬�

松ヶ崎・浜町・土井奈・本元�
町上町・下町・太鼓町�
三軒屋・大地・西津屋�

古里・比田勝・富浦・網代�
津和・唐舟志・浜久須�
玖須・大増・舟志�

瀬田・樫滝・越ノ坂�
飼所・犬ヶ浦�

深山・恵古・仁田ノ内�
井口・中山�

田ノ浜・志多留・伊奈�
越高・御園�

豊・泉・西泊�

河内・大浦・鰐浦�

三根上・三根下・三根浜�

櫛・志多賀・志越� 中対馬�
開発総合センター�

湊地区集会施設�

上県町�
ふれあいプラザ�

〃�

峰地区公民館�

〃�

上県町�
地域福祉センター�

�

一重地区集会施設�

琴住民センター�

上対馬総合センター�

泉漁村センター�

大浦地区集会施設�

�

伊奈地区�
住民センター�

南部地区�
住民センター�

仁田�
コミュニティーセンター�

�

佐賀�

友谷・湊�

鹿見・久原・女連�

芦見・一重・小鹿�

五根緒・茂木・琴�

津柳・青海・木坂・狩尾�
賀佐・吉田�
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対馬市 集団健診日程表�

①対象者は対馬市に住所を有する40歳以上の方です。�

　社会保険の方も契約により対象となります。受診券を持参ください。�

②後期高齢者の方はその保険証で受診できます。�

　（後期高齢者被保険者は特定健診に500円必要です。）�

③40、45、50、55、60歳（平成21年3月31日で）の方は�

　節目健診の対象となりますので、そちらを受診してください。�

【問い合わせ先】�
福祉保健部健康保健課�
　☎0920（58）1116（美津島、豊玉、峰）�
南福祉保健センター�
　☎0920（52）4888（厳原）�
北福祉保健センター�
　☎0920（84）2313（上対馬、上県）�

（注意）：�

　みなさんこんにちは!対馬市健康キャラクターのヘルシーです。10月に行われる�
集団検診の内容は特定（メタボ）健診とがん検診です。�
　8月中に回覧板、電話で受診申込を受け付けますので、ぜひ受診しましょう!�
　受診券はなくさないでね。�

厳
　
原�

日　程�

10月1日�

10月2日�

10月3日�

10月4日�

10月5日�

10月26日�

10月27日�

10月28日�

10月29日�

10月30日�

10月10日�

10月11日�

10月12日�

10月13日�

10月14日�

�

水�

木�

金�

土�

日�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

�

�

対象地区� 実施場所�町�

美
津
島�

豊
　
玉�

下原・樫根・床谷・上山�
日掛・小茂田・小茂田浜�
椎根浜・椎根・阿連�

焼松・上の町・中の町�
日向・本町・住吉・日の出�

宮の下・瀬原�

樽ヶ浜・全高浜・根緒�
洲藻・昼ヶ浦・黒瀬�
竹敷・島山�

全大船越・平瀬原�
緒方・久須保・女護島�

玉調・犬吠�

大山・小船越・芦浦・賀谷�
濃部・鴨居瀬・赤島�

箕形・吹崎・加志・今里�
尾崎・阿連�

佐保・志多浦・大綱�
小綱・銘・田�

貝口・東加藤・水崎�
加志 ・々唐洲・廻�

仁位・卯麦・佐志賀�
嵯峨・貝鮒・糸瀬�

千尋藻・曽・位之端・鑓川�

和板・横浦・塩浜・見世浦�

豆酘・浅藻・瀬�

佐須地区体育館�

久根保健福祉館�

豆酘小学校体育館�

ありあけ会館�

対馬市商工会�
厳原支所�

美津島文化会館�

〃�

〃�

小船越�
コミュニティーセンター�

�

仁位生活館�

千尋藻漁村センター�

塩浜児童館�

今里漁民センター�

小綱生活館�

加志々漁民�
厚生センター�

曲～久田道�

久根浜・久根田舎�
上槻・瀬�

久和・内院・尾浦・安神�
内山・久田・白子・堀田�
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　この制度は、対象者が病院、歯科医院、調剤薬局等にかかったとき支払われた医療費の一部が助成される
制度です。病院等で支払った医療費から「高額療養費」「附加給付」等を引いた額から、さらに自己負担額を引
いた金額が助成されます。（歯科矯正・入院食事代・文書料等の保険診療以外は対象外です。）

詳しくは対馬市福祉事務所福祉課 ☎0920(58)2294 または、各地域活性化センター住民生活課・各福祉保健
センターまでお問い合わせください。

　現在、野生鳥獣を捕獲するための
とらばさみの使用は法律で禁止され
ています。とらばさみを「持たない・
使わない」ことを推進するため、環
境省・長崎県・対馬市では、「どうぶ
つたちの命を守ろう！とらばさみ回
収キャンペーン」を8月1日から31日
まで実施します。このキャンペーン
を機会に是非回収にご協力ください。
回収ご希望の方はセンターまでご連
絡ください。
■回収対象地区上県町中山、仁田ノ内、
深山、恵古、井口、友谷、湊、志多留、
田ノ浜、瀬田一、瀬田二、飼所、樫滝、
越高地区にお住まいの方
■回収協力金　とらばさみ1個につき
500円の協力金をお支払いします。
■参考　とらばさみは、「鳥獣の保護
及び狩猟の適正化に関する法律施行
規則」及び「第10次長崎県鳥獣保護
事業計画」によって使用が禁止され
ています。違法に使用し、野生鳥獣を
捕獲した場合は、一年以下の懲役又
は100万円以下の罰金に処せられる
こともありますので、ご注意ください。

　平成20年9月1日現在で調整する対馬海区漁業調整委員会委員
選挙人名簿の登録について、下記の事項のいずれかに該当する
方は、もれなく申請書を9月5日（金）までに提出しましょう。
　申請がなかった場合、たとえ選挙権があっても投票すること
ができませんのでご注意ください。

　★選挙権を有する者の範囲★
①対馬市内に住所または事業場を有するものであって、1年に90

　日以上、漁船を使用する漁業を営みまたは漁業者のために漁
　船を使用して行う水産動植物の採補もしくは養殖に従事するもの
②知事の権限によって上記該当者の範囲を拡張せられたもの
③海区漁業調整委員会の委員または漁業協同組合、もしくは漁
　業協同組合連合会の役員であってその委員またはその役員に
　就任後上記①②に該当しなくなったため選挙権を失ったもの

　申請書は、各地区の回覧等で配布することとしていますが、
お手元に届かなかったときは、対馬市選挙管理委員会及び対馬
市各地域活性化センター地域支援課に備え付けていますので、
お早めにご連絡ください。
　申請書の提出は、対馬市選挙管理委員会及び対馬市各地域活
性化センターで受け付けています。（各地区区長及び漁協の各
支所でも受け付けている地区もあります）
�
　　　　　　　　　　 ■問い合わせ先■�
　　対馬市選挙管理委員会（☎0920（53）6111）または�
　対馬市役所各地域活性化センター地域支援課 選挙担当まで�

(注)乳幼児以外は、所得要件があります。

※この制度を利用するためには申請が必要です。�

 「福祉医療費制度」� 「福祉医療費制度」�

身障手帳1．2級所持者�

療育手帳Ａ1・Ａ2所持者�

身障手帳3級所持者�

療育手帳Ｂ1所持者�

母子家庭の母�

母子家庭の子�

乳　幼　児� 小学校就学前まで�

手帳所持者（後期高齢者医療適用者も対象）�

75歳未満の手帳所持者（後期高齢者医療適用者は対象外）�

配偶者のいない70歳未満の方で、現に20歳未満の子を監護しているもの�

母子家庭の母に監護されている子、又は、父母のいない子で18歳未満（高校在学中�
は20歳未満）のもの�

60歳以上70歳未満で、扶養義務者と生計を同一にせず、前年の所得税が非課税の�
もの（入院のみ対象）�寡　婦�

障
害
者�

母
　
子�

対　象　者� 受給の要件�

対馬海区漁業調整委員会委員選挙人名簿�

登録申請は ９月５日（金）までに�
対馬海区漁業調整委員会委員選挙人名簿�

登録申請は ９月５日（金）までに� 対馬野生生物保護センター対馬野生生物保護センター�
☎0920（84）5577�
（担当（担当：前田前田・茂木）茂木）�

とらばさみを回収します�
対馬野生生物保護センター�

☎0920（84）5577�
（担当：前田・茂木）�

とらばさみを回収します�

ご存知ですか？�ご存知ですか？�ご存知ですか？�
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○
ね
ん
き
ん
特
別
便
に
つ
い
て�

　
年
金
加
入
歴
・
年
金
加
入
期
間
等
を
お
知

ら
せ
す
る
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
、
順
次

お
送
し
て
お
り
ま
す
。

　
6
月
か
ら
は
、
3
月
ま
で
に
お
送
り
し
た

方
以
外
の
す
べ
て
の
現
役
加
入
者
の
皆
様
に

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」を
緑
色
の
封
筒
で
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
及
び
第
３

号
被
保
険
者
に
は
8
月
中
旬
か
ら
10
月
下
旬

ま
で
に
、
年
齢
の
高
い
方
か
ら
順
に
、
基
礎

年
金
番
号
記
録
に
よ
り
登
録
さ
れ
て
い
る
住

所
あ
て
に
、
直
接
送
付
し
ま
す
。�

　
お
知
ら
せ
し
た
年
金
記
録
の
内
容
を
確
認

し
て
い
た
だ
き
、
も
れ
や
間
違
い
が
あ
る
方

も
、
も
れ
や
間
違
い
が
な
い
方
も
、必
ず「
年

金
加
入
記
録
回
答
票
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。�

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」に
関
す
る
ご
相
談
は
、

　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル�

　
　
　  

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５ 

へ�

　
　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

○
第
8
回
年
金
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集�

　
長
崎
社
会
保
険
事
務
局
で
は
、
将
来
の
公

的
年
金
制
度
を
支
え
る
中
学
生
及
び
高
校
生

を
対
象
に
、
年
金
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
■
作
文
の
部
　
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

　
　
２
〜
３
枚
程
度

　
■
ポ
ス
タ
ー
の
部
　
画
材
は
自
由
、
用
紙

　
　
は
四
切

　
●
基
本
要
件

　
　
・
公
的
年
金
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と

　
　
・
自
己
の
作
品
で
未
発
表
の
作
品
で
あ

　
　
　
る
こ
と

　
　
・
作
品
の
返
却
は
原
則
と
し
て
入
賞
外

　
　
　
の
作
品
の
み
と
す
る
こ
と

　
　
・
著
作
権
は
長
崎
社
会
保
険
事
務
局
に

　
　
　
あ
る
こ
と

【
応
募
〆
切
】
10
月
１
日
（
水
）

　
学
校
で
と
り
ま
と
め
て
応
募
者
名
簿
を
添

　
付
の
う
え
送
付
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
11
月
に
長
崎
美
術
館
で
作
品
展
を

　
開
催
す
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
長
崎
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

　
　
　
　
☎
０
９
５
（
８
３
２
）
２
７
０
０

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
生
涯
一

度
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
新
た
に
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
や
今
年
度
予
防

注
射
を
実
施
し
て
い
な
い
方
は
次
に
よ
り
実
施
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

●
登
　
録
　
　
　
　
　
　
登
録
手
数
料
　
1
頭
3
0
0
0
円�

●
狂
犬
病
予
防
注
射
　
注
射
済
票
交
付
料
　
1
頭
5
5
0
円�

毎
年
１
回
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

　
対
馬
市
で
は
４
月
か
ら
６
月
ま
で
集
合
注
射
を
実
施
し
ま

し
た
。
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
近
く
の
動
物
病
院
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。
料
金
に
つ
い
て
は
動
物
病
院
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
注
射
を
受
け
る
と
動
物
病
院
で
「
予
防
注
射
済
証
明
書
」

が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
市
役
所
、
各
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

へ
持
参
く
だ
さ
い
。

○
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！
つ
な
い
で
飼
い
ま
し

　
ょ
う
。

○
犬
を
散
歩
さ
せ
る
場
合
に
は
、
フ
ン
収
集
用
の
ビ
ニ
ー
ル

　
袋
な
ど
を
持
参
し
、
必
ず
持
ち
帰
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

○
鳴
き
声
や
悪
臭
で
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
飼
育
場

　
所
及
び
そ
の
周
囲
は
常
に
清
潔
に
し
、
正
し
く
飼
い
ま
し

　
ょ
う
。

○
不
幸
な
犬
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
避
妊
・
去
勢
手
術

　
を
し
、
繁
殖
の
制
限
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

○
市
役
所
市
民
生
活
部
環
境
衛
生
課

○
各
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
住
民
生
活
課
ま
で

■期　日　9月20日（土）13:00～16:00
■場　所　あそうベイパーク多目的広場（対馬市美津島町玉調）
■内　容　①対州馬の無料乗馬体験（子供もできます）、②犬のしつけ方教室
③動物愛護絵画コンクール優秀作品の掲示④犬猫の里親探し⑤動物健康相談
　※当日、ペットの同伴はご遠慮下さい。雨天の場合は中止します。
【問い合わせ先】対馬獣医師会事務局
　　　　　　　（美津島町　知乙110‐4　☎0920（54）2179）

▼
社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

　
▼
9
月
17
日（
水
）
対
馬
市
役
所
　
別
館
第
1
会
議
室
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で�

　
▼
9
月
18
日（
木
）
美
津
島
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で�

飼
い
主
の
責
任
を
果
た
し
ま
し
ょ
う

犬
の
飼
い
主
の
皆
様
へ�



　最近、悪質な不法投棄が見受けられ、特に下記の場所での不法投棄が目立ちます。悪質なものは当然刑事
罰の対象になります。適切なごみの処理、捨て場所をきちんと守りましょう。きっと誰かが見ています！
　　　　　　不法投棄は5年以下の懲役、1000万円以下の罰金に処し、又はこれを併科する。�

　
今
か
ら
3
3
6
年
前
、
寛
文
12

年（
1
6
7
2
）の
話
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
普
段
何
気
な
く
車
や
自
転

車
で
通
っ
て
い
る
美
津
島
町
の

「
大
船
越
橋
」、
実
は
元
々
陸
地
続

き
で
現
在
の
よ
う
な
水
路
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
地
は
古

く
か
ら
東
西
の
海
を
繋
ぐ
要
所
で
、

低
く
狭
い
地
形
で
あ
っ
た
た
め
船

を
引
い
て
丘
を
越
え
、
東
水
道
〜

浅
茅
湾
を
往
来
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
小
船
越
で
も
同
様
に
船
の
積

み
荷
を
降
ろ
し
、
船
を
引
い
て
丘

を
越
え
、
行
き
来
し
て
い
た
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
大
船
越
で
は
そ

の
名
の
と
お
り
大
き
い
船
も
引
い

て
い
ま
し
た
が
、
人
力
に
よ
る
作

業
は
困
難
で
危
険
を
伴
う
も
の
で

し
た
。

　
そ
こ
で
対
馬
藩
主
「
宗
義
真
」

公（
在
位
1
6
5
7
年
〜
1
6
9
2

年
）
は
江
戸
幕
府
の
許
可
を
得
て

瀬
戸
を
掘
り
切
る
大
事
業
に
着
手

し
（
寛
文
12
年
1
月
）
、
同
年
6

月
下
旬
に
東
西
の
海
が
通
じ
ま
し

た
。
初
期
普
請
に
係
わ
っ
た
人
は

お
よ
そ
3
万
5
千
人
、
銀
59
貫
余

（
※
）
を
費
や
し
全
長
1
1
0
m
、

幅
18
ｍ
の
水
道
が
開
削
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
も
拡
張
普
請
は
継
続

さ
れ
全
長
2
6
2
ｍ
、
幅
22
ｍ
〜

50
ｍ
の
大
規
模
な
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。
瀬
戸
の
開
削
を
記
念
し
、

瀬
戸
南
口
付
近
の
林
中
に
「
瀬
戸

堀
切
記
念
碑
」（
対
馬
市
文
化
財
）

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
瀬
戸
の
開
通
に
よ
っ
て
東
西
に

出
漁
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め

大
船
越
に
は
漁
船
が
集
ま
り
、
開

削
時
の
土
砂
で
埋
め
立
て
ら
れ
た

新
た
な
土
地
に
民
家
が
立
ち
並
び

集
落
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　「
瀬
戸
堀
切
記
念
碑
」に
は
橋
の

下
を
通
り
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昔
は
船
の
積
荷
を
一
旦
降
ろ
し
、

船
を
引
き
、
丘
を
越
え
て
い
ま
し

た
。
今
で
は
想
像
す
る
こ
と
も
難

し
い
で
す
が
、
瀬
戸
が
開
削
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
東
西
の
移
動
が
容

易
に
な
り
ま
し
た
。
数
万
人
の
労

力
で
造
ら
れ
た
「
大
船
越
瀬
戸
」

を
、
当
時
の
労
苦
を
想
像
し
な
が

ら
間
近
で
見
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

※
銀
一
貫（
文
）
＝
現
在
の
1
6
7

万
円
〜
2
0
0
万
円
に
相
当
し
ま

す
。

�
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大
船
越
瀬
戸
の
堀
切�

対
馬
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課�

☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1

シ
リ
ー
ズ  

文
化
財
の
紹
介�

お
お 
ふ
な 

こ
し
　

せ
　

と
　
　
　
　
ほ
り
　
き
り�

不法投棄は犯罪です。�不法投棄は犯罪です。�

瀬戸堀切記念碑�

か
ん
　
ぶ
ん

そ
う
よ
し

ざ
ね

・国道382号線を美津島町の空港線から大船越に向かう�
道路脇に、家庭ごみが定期的に捨てられています。�

・県道24号線を厳原町の久田道から久田方面に向かう、�
海側の雑木林の中に不法投棄物が見られます。�

環 境 衛 生 課�
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■
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、事
前
の
研
修･

説
明
な
ど
は
あ
る
の
で
す
か
。�

Ａ
　
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
と
通
常
、
そ
の
日
か
ら
事
件
の
審
理
が
始
ま

　
り
ま
す
の
で
、
事
前
研
修
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
裁
判
員
に
選

　
ば
れ
た
方
に
は
、
実
際
の
審
理
に
先
立
っ
て
、
裁
判
手
続
、
裁
判
員

　
の
権
限
や
義
務
等
に
つ
い
て
、
裁
判
官
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
審
理
中
に
も
、
必
要
に
応
じ
て
十
分
に
説
明
し
ま
す
が
、

　
裁
判
員
か
ら
も
、
遠
慮
な
く
裁
判
官
に
質
問
を
し
て
い
た
だ
い
て
構

　
い
ま
せ
ん
。

■
法
律
を
知
ら
な
く
て
も
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
す
か
。

Ａ
　
裁
判
員
は
、
事
実
が
あ
っ
た
か
な
か
っ
た
か
を
判
断
し
ま
す
。
裁

　
判
員
の
仕
事
に
必
要
な
『
法
律
に
関
す
る
知
識
』
や
『
刑
事
裁
判
の

　
手
続
』
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
が
丁
寧
に
ご
説
明
し
ま
す
。

　
　
刑
事
裁
判
で
も
証
言
を
聞
い
た
り
、
書
類
を
読
ん
だ
り
し
な
が
ら
、

　
事
実
が
あ
っ
た
か
な
か
っ
た
か
の
判
断
を
し
て
い
く
の
で
、
日
常
の

　
生
活
で
行
っ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】裁
判
員
制
度
に
関
す
る
出
前
説
明
会
を
随
時
受
け
付
け
て

　
　
　
　
　
お
り
ま
す
。
職
場
や
学
校
、
地
域
の
集
ま
り
の
場
に
も
出

　
　
　
　
　
向
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
長
崎
地
方
裁
判
所
厳
原
支
部
　
☎
0
9
2
0（
5
2
）0
0
6
7

平
成
21
年
5
月
21
日
か
ら�

は
じ
ま
る
裁
判
員
制
度
に�

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。�

あ
な
た
も
裁
判
員
に
選
ば�

れ
る
か
も
！�

裁判員制度
Ｑ＆Ａ［７］�

　長崎県では、平成19年度から豊かな森林を県民共有の財産とし

て健全な姿で未来に引き継ぐため「ながさき森林環境税」を導入

して、森林の整備が実施されています。

　対馬市でも市民参加を含め、森林づくりの各事業が実施され、

豊かな森づくりの一助になっていますのでお知らせします。

←水源の森緊急整備（整備された水源の森）�

1.水源の森緊急整備�
　重要な水源として指定された「ながさき水源の森」のうち、手入れ不足となり荒廃した人工林を対象に間伐
　を実施し、針葉樹・広葉樹の混じり合った混交林へ改良する事業です。�
　4カ所　52.15ha　14,097（12,042）千円�
2.林内路網緊急整備�
　共同して効率的な間伐を推進するための作業路網整備への支援を行う事業です。�
　20路線　16.415m　26,167（14,755）千円�
3.しまの間伐促進�
　条件不利地（離島）の間伐材の海上運搬経費に対する助成を行う事業です。�
　3カ所　6,000（6,000）千円�
4.県民参加の森づくり�
　県民の提案・参加による森林の整備保全活動等への支援を行う事業です。�

申　請　者� 活　動　内　容�

花の対馬ネットワーク�

対馬林業研究会�

対馬森林組合�

対馬森林環境整備緑化隊�

対馬市厳原町内山区�

日本一の玄海ツツジの森づくり�

学校林の整備と木工品の制作�

対馬の新たな森林づくりの森林認証取得�

美しい森林づくり事業�

内山の元分校を活用した森のミニ博物館�

※（　）内は税による補助額です。�

【対馬市内の事業内容】�
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税のひとくちメモ【第８回】�税のひとくちメモ【第８回】�

【問い合わせ】 税務課　☎0920（53）6111（内線）213～216

　　　　　たばこ税とは、たばこの製造者や卸売販売業者に対して、たばこを小売販売業者に売り渡す際、
　　　　そのたばこに対して課税される税です。ただし、たばこ税は、たばこの定価に含まれています
　　　　ので、実際に税金を負担しているのは購入者になります。
　税率は、たばこ1,000本につき3,298円
　　※わかば、エコー、しんせい、ゴールデンバット、バイオレット、ウルマの６銘柄は
　　　1,000本につき1,564円です。

（たばこ税）�

長崎県警察官採用試験のお知らせ�長崎県警察官採用試験のお知らせ�

【問い合わせ】長崎県警察本部　警務課採用係�
　　　　　　〒850‐8548　長崎市万才町4‐8�
　　　　　　☎０９５（８２０）１５０４�
　　　　　　http://www.police.pref.nagasaki.jp

試 験 区 分 �

受 付 期 間 �

一 次 試 験 �

二 次 試 験 �

採用予定数�

受 験 資 格 �

一次試験地�

採 用 予 定 �

昭和53年4月2日から平成3年4月1日
までに生まれた者で、4年制大学（これ
に準ずるものを含む）を卒業した者（平
成21年3月31日までに卒業見込みの
者を含む。）以外の者�

長崎市、佐世保市、島原市、五島市、�
南松浦郡新上五島町、壱岐市、対馬市�

警察官Ⅲ類（男性・女性）�

８月11日（月）～８月29日（金）�

10月19日（日）�

11月中～下旬（予定）�

男　性�

女　性�

約35名�

約10名�

平成21年４月以降�

警察相談電話「♯９１１０」警察相談電話「♯９１１０」

９月11日は警察相談の日９月11日は警察相談の日

　警察では、ストーカー、夫婦間の暴力、児童虐
待、悪質商法をはじめ、県民生活の安全を守るた
め、相談電話を設けています。�
　相談専用のダイヤル「♯９１１０」には、一般
加入電話のプッシュ式電話（デジタル回線）、携
帯電話、ＰＨＳから利用できますが、ダイヤル式
の場合は「095‐823‐9110」へおかけください。�
　また、高齢者専用相談電話�
　　　「０９５‐８２３‐４１６５」
　　　　　も新設しましたので、ご利用ください。�

■出張相談所開設のお知らせ�

■日時　９月11日（木）　13：00～17：00�
■会場　対馬市交流センター　３階第４会議室�

　警察安全相談、民事介入暴力相談などを受け付�
けます。�

【問い合わせ】　自衛隊長崎地方協力本部　対馬駐在員事務所　☎０９２０（５２）０９０８�

区　　　分�

防衛大学校学生一般�

防衛医科大学校学生�

航空学生�

看護学生�

一般曹候補生�

２等陸・海・空士（男子）※�

２等陸・海・空士（女子）�

９月８日～９月30日�

８月１日～９月10日�

11月15、16日�

受付時に通知�

受付時に通知�

11月１、２日�

９月23日�

９月20日�

９月28、29日�

10月25日�

９月21日�
（※受付時に通知）�

美津島文化会館�

（※受付時に通知）�

９月８日～９月30日�

８月１日～９月10日�

（※年間を通じ受付中）�

８月１日～９月10日�

自衛隊生徒�

高卒（見込含）�

21歳未満の者�

高卒（見込含）�
24歳未満の者�

18歳以上　　�

27歳未満の者�

本制度は、名称も含め改正する予定です。（詳細については、お問い合わせください）�

資　　格� 受付期間� 一次試験� 試　験　場�

【問い合わせ】 対馬南警察署 ☎0920（52）0110�
　　　　　　 対馬北警察署 ☎0920（84）2110
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イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト�

講

演

講

演

会�

イ
ベ
ン
ト�

講

演

会�

船
員
無
料

船
員
無
料�

　
健
康
相
談
所
開
設

　
健
康
相
談
所
開
設�

船
員
無
料�

　
健
康
相
談
所
開
設�

対
馬
い
づ
は
ら
病
院�

☎
０
９
２
０（
５
２
）１
９
１
０�

無
線
従
事
者

無
線
従
事
者�

　
育
成
講
習
会
開
催

　
育
成
講
習
会
開
催�

無
線
従
事
者�

　
育
成
講
習
会
開
催�

対
馬
無
線
漁
業
協
同
組
合�

☎
０
９
２
０（
５
５
）０
８
７
８�

「
第
５
回

「
第
５
回�

対
馬
市
民
美
術
展
」

対
馬
市
民
美
術
展
」�

　
　
　
　
　
　
開
催

　
　
　
　
　
　
開
催�

「
第
５
回�

対
馬
市
民
美
術
展
」�

　
　
　
　
　
　
開
催�

市
教
委
生
涯
学
習
課�

☎
０
９
２
０（
８
６
）３
７
２
７�

対
馬
救
急
医
療
研
究
会

対
馬
救
急
医
療
研
究
会�

対
馬
救
急
医
療
研
究
会�

対
馬
保
健
所
・
対
馬
市
医
師
会�

対
馬
市
消
防
本
部
　
主
催�

　
長
崎
県
で
は
、
９
月
13
日
〜
10

月
12
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
を
「
秋

の
農
作
業
安
全
運
動
月
間
」
と
定

め
、
そ
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
事
故
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
農
業
機
械
の
運
転
操
作
の
誤

り
に
よ
る
転
倒
や
転
落
が
多
く
、

発
生
場
所
は
農
地
以
外
の
道
路
や

敷
地
内
に
お
い
て
も
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
60
歳
以
上
の
方
の
事
故

が
全
体
の
88
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

長
時
間
の
作
業
は
こ
ま
め
に
休
憩

を
と
り
な
が
ら
行
い
、
機
械
作
業

時
に
は
万
一
の
事
故
に
対
処
で
き

る
よ
う
ト
ラ
ク
タ
ー
に
安
全
キ
ャ

ブ
や
フ
レ
ー
ム
等
安
全
装
備
を
つ

け
、
２
人
以
上
で
農
作
業
を
行
う

よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」で
す
。

こ
の
日
を
含
む
１
週
間
を
「
救
急

医
療
週
間
」
と
し
て
、
全
国
各
地

で
救
急
に
関
す
る
様
々
な
行
事
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
対
馬
で
も
、
こ
の
行
事
の
一
環

と
し
て
同
研
究
会
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
テ
ー
マ
「
一
人
で
も
多
く
の

　
　
　
　
　
命
を
救
う
た
め
に
」

■
日
時
　
９
月
６
日（
土
）

　
　
　
　
14
時
〜
17
時

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

　
９
月
の
「
船
員
労
働
安
全
衛
生

月
間
」に
合
わ
せ
、対
馬
い
づ
は
ら

病
院
で
は
、
９
月
中（
日
曜
、祝
日

及
び
土
曜
の
午
後
を
除
く
）
船
員

無
料
健
康
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

　
ま
た
、
期
間
中
は
九
州
運
輸
局

及
び
福
岡
地
区
船
員
労
働
安
全
衛

生
協
議
会
で
は
、
停
泊
中
の
船
舶

等
を
訪
船
し
、
船
内
作
業
等
に
お

け
る
安
全
衛
生
指
導
を
行
い
ま
す
。

船
舶
所
有
者
並
び
に
船
員
の
皆
様

も
緑
十
字
旗
を
掲
げ
て
、
船
内
作

業
の
安
全
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

�����

第
３
級
海
上
特
殊
無
線
技
士�

■
開
催
日
時
　
９
月
27
日（
土
）

■
開
催
場
所
　
対
馬
市
豊
玉
町

　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
の
里
）

■
講
習
時
間
　
６
時
間

　
（
終
了
試
験
を
含
み
１
日
間
）

＊
操
作
で
き
る
無
線
設
備�

１.

船
舶
局
の
無
線
設
備
で
空
中

　
線
電
力
５
ワ
ッ
ト
以
下
で
25
Ｍ

　
Ｈ
ｚ
以
上
の
設
備

２.

船
舶
局
の
空
中
線
電
力
５
キ

　
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
レ
ー
ダ
ー
の

　
操
作

第
２
級
海
上
特
殊
無
線
技
士�

■
開
催
日
時
　
11
月
28
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
30
日（
日
）

■
開
催
場
所
　
対
馬
市
豊
玉
町

　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
の
里
）

■
講
習
時
間
　
15
時
間

　
（
終
了
試
験
を
含
み
３
日
間
）

＊
操
作
で
き
る
無
線
設
備�

１.

船
舶
局
ま
た
は
海
岸
局
の
無

　
線
設
備
で
次
に
揚
げ
る
も
の
の

　
操
作

　
Ａ
空
中
線
電
力
10
ワ
ッ
ト
以
下

　
　
の
中
短
波
船
舶
局
の
設
備

　
Ｂ
空
中
線
電
力
50
ワ
ッ
ト
以
下

　
　
の
25
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上（
超
短
波
）

　
　
の
設
備

２.

船
舶
局
ま
た
は
海
岸
局
に
設

　
備
さ
れ
た
レ
ー
ダ
ー
の
操
作

　
（
出
力
の
制
限
な
し
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】�

　
対
馬
市
美
津
島
町
鴨
居
瀬
２
７
３

　
対
馬
無
線
漁
業
協
同
組
合

　
☎
０
９
２
０（
５
５
）０
８
７
８

　『
第
５
回
対
馬
市
民
美
術
展
』を

平
成
21
年
１
月
下
旬
か
ら
２
月
上

旬
に
か
け
て
開
催
予
定
で
す
。
作

品
の
出
品
方
法
等
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
頃
あ
ら
た
め
て

広
報
紙
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
等

に
よ
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
部
門
　
洋
画
、
日
本
画
、

書
道
、
デ
ザ
イ
ン
、
彫
塑
工
芸
、

写
真

対馬市情報政策課からのお知らせ�対馬市情報政策課からのお知らせ�

　対馬市では、ＣＡＴＶ（ケーブルテレビ）使用料500円を

８月より徴収します。

　８月１日以降、仕事・病気等により家を不在とする場合は、

サービス休止の届出書をご提出下さい。

【問い合わせ】　対馬市　情報政策課　☎0920（53）6111

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ�

農
作
業
安
全
運
動
月
間

農
作
業
安
全
運
動
月
間�

  

９
月
９
月
13
日
〜
日
〜
10
月
12
日�

農
作
業
安
全
運
動
月
間�

  

９
月
13
日
〜
10
月
12
日�
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■
と
　
き
　
10
月
17
日（
金
）

　
　
開
演
　
19
時
か
ら

　
　
　
　
　
　（
開
場
18
時
30
分
）

■
と
こ
ろ
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料
　
全
席
自
由

　
一
般
　
　
　
　
１
５
０
０
円

　
　
　
　
（
当
日
２
０
０
０
円
）

　
高
校
生
以
下
　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
（
当
日
１
５
０
０
円
）

※
こ
の
公
演
の
入
場
料
は
、
宝
く

　
じ
の
助
成
に
よ
り
特
別
料
金
に

　
な
っ
て
い
ま
す
。

■
入
場
券
販
売
所�

　
対
馬
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

　
課
・
対
馬
市
各
地
区
公
民
館（
厳

　
原
、
美
津
島
、
豊
玉
、
峰
、
上

　
県
、
上
対
馬
、
豆
酘
、
佐
須
）

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
、
平
成
20
年
10
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

い
資
料
を
無
料
で
送
付
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

■
募
集
学
生
の
種
類�

―
教
養
学
部
―�

・
科
目
履
修
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、

　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
選
科
履
修
生
（
１
年
在
学
し
、

　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学

　
し
、
卒
業
を
目
指
す
）

―
大
学
院
―�

・
修
士
科
目
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、

　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

■
出
願
期
間
　
８
月
31
日（
日
）ま
で

�

■
受
付
期
間�

　
○
郵
送
又
は
持
参
　
８
月
28
日

　（
木
）〜
９
月
９
日（
火
）

　
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
８
月
28

　
日（
木
）９
時
〜
９
月
３
日（
水
）

　
17
時

■
受
験
資
格
　
昭
和
63
年
４
月
２

　
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
次
に

　
掲
げ
る
も
の

　
①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
及

　
　
び
平
成
21
年
３
月
ま
で
に
高

　
　
等
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

　
　
の
者

　
②
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

　
　
者
及
び
平
成
21
年
３
月
ま
で

　
　
に
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

　
　
る
見
込
み
の
者

　
③
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年

　
　
の
課
程
を
修
了
し
た
者
及
び

　
　
平
成
21
年
３
月
ま
で
に
高
等

　
　
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課

　
　
程
を
修
了
す
る
見
込
み
の
者

　
④
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

　
　
験
（
廃
止
前
の
大
学
入
学
資

　
　
格
検
定
を
含
む
）
に
合
格
し

　
　
た
者
等
人
事
院
が
、
①
②
に

　
　
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が

　
　
あ
る
と
認
め
る
者

■
第
１
次
試
験
日�

　
11
月
１
日（
土
）、
11
月
２
日（
日
）

■
待
遇
　
在
学
中
給
与
支
給
、
授

　
業
料
不
要

　
食
育
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

地
域
や
学
校
等
で
「
食
」
や
「
農

林
水
産
」
の
知
識
、
経
験
等
の
話
、

郷
土
料
理
な
ど
の
調
理
実
習
、
体

験
の
受
け
入
れ
等
の
活
動
に
取
り

組
む
「
長
崎
県
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
を
募
集
し
、
登
録
名
簿
を
作

成
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
記
入

　
の
う
え
県
食
育
・
食
品
安
全
推

　
進
室
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

■
募
集
締
切
　
８
月
31
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
※
当
日
消
印
有
効

■
募
集
対
象
　
食
育
活
動
に
取
り

　
組
む
個
人
、
団
体
、
企
業

■
お
も
な
活
動
分
野
　
①
食
生
活

　
②
農
林
水
産
物
の
生
産
③
食
文

　
化
と
地
産
地
消
④
食
品
製
造
加

　
工
⑤
食
品
の
安
全
・
安
心
等

海
上
保
安
大
学
校

海
上
保
安
大
学
校�

　
　
　
　
　
学
生
募
集

　
　
　
　
　
学
生
募
集�

海
上
保
安
大
学
校�

　
　
　
　
　
学
生
募
集�

対
馬
海
上
保
安
部
管
理
課�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
６
４
０�

放
送
大
学

放
送
大
学�

　
　
　
　
10
月
入
学
生
募
集

月
入
学
生
募
集�

放
送
大
学�

　
　
10
月
入
学
生
募
集�

放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー�

☎
０
９
５（
８
１
３
）１
３
１
７�

20
年
度
年
度「
長
崎
県
食
育

「
長
崎
県
食
育�

　 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」募
集
募
集�

20
年
度「
長
崎
県
食
育�

　 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」募
集�

県
食
育
・
食
品
安
全
推
進
室�

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
３
６
６�

宝
く
じ
文
化
公
演

宝
く
じ
文
化
公
演�

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
天
草
四
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
天
草
四
郎�

宝
く
じ
文
化
公
演�

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
天
草
四
郎�

対
馬
市
教
育
委
員
会�

厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
３
６
３�

募
　
　
集

募
　
　
集�

募
　
　
集�

「子どもの人権110番」強化週間�「子どもの人権110番」強化週間�

人権イメージキャラクター�
人KENまもる君・人KENあゆみちゃん�

「１人で悩まず、電話してください」�

９月８日（月）から９月14日（日）　午前８時30分から午後７時まで�
ただし、土・日は午前10時から午後５時まで�

長崎地方法務局　長崎県人権擁護委員連合会�

子どもの人権110番�0120（007）110
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〔問い合わせ〕 �
　北福祉保健センター�
　☎0920（84）2313ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�上

対馬支部
�

★一人分栄養価★�

適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を。�
材　料�
魚の切り身�

サラダ油�

　酒�

　濃い口しょうゆ�

　砂糖�

　みりん�

青じそ�

大根おろし�

ミニトマト�

４切れ�

小さじ１�

�

各大さじ１�

�

�

４枚�

２４０ｇ�

８個�

１切れ（８０ｇ）�

小さじ１／４�

�

各大さじ１／４�

�

�

１枚�

６０ｇ�

２～３個�

Ａ�

（１人分）� （４人分）�

しそ（紫蘇）について�～夏が旬の野菜～�

独特の香りに、食欲の増進効果があるため、青じそは主に薬味として用いられますが、防腐作用も�
あります。刺身のつまとしてしそが用いられるのは、生魚の臭いを消したり、中毒を防ぐためです。�

対馬ちんぐ音楽祭2008開催�対馬ちんぐ音楽祭2008開催�

作　り　方�

①魚の切り身は表面をペーパータオルで軽くふいておく。
②フライパンに油を熱し、魚の両面を焼き色がつくまで焼き、弱
　火にして混ぜ合わせたＡの調味料を加え、手早くからめる。
③②を皿に盛り、青じそと大根おろしを添え、ミニトマトを飾る。

エネルギー・・・・259kcal�
たんぱく質・・・・・・18.0g�
脂　質・・・・・・・・・・15.2g�
カルシウム・・・・・・24mg�
塩　分・・・・・・・・・・・0.7g

対馬ちんぐ音楽祭実行委員会事務局�
（対馬市役所美津島地域活性化センター地域支援課内）�
☎０９２０（５４）２２７１（内線２３４）�
℻０９２０（５４）２０９５�
Webサイト http://www.chingu.jp/

★つしま魅力体験★�
８月24日（日）午前10時から午後２時�
【参加料金】前日音楽祭チケットの半券＋2,000円で昼食付き�
【体験内容】浅茅湾クルーズコース、バス観光コース、定置網漁業コース�
【集合場所・時間】グリーンピアつしま　午前９時30分�
　※予約制のため事前予約が必要です。詳しいことは事務局まで。�

食生活指針より�

●日時・場所　８月23日（土）　対馬グリーンパーク芝生広場�
　　　　　　　午後３時40分開場　午後４時開演�
●出演者　日本：小室等with谷川賢作andさがゆき、八反安未果、�
　　　　　　　　スペシャルゲスト 財津和夫�
　　　　　韓国：イムジフン、Ibadi（イバディ）�
●チケット　前売り2,000円、当日3,000円�
●交流会　コンサート終了後に別会場で開催します。�
　　　　　チケットは1,500円です。（当日会場販売先着200名）�

問い合わせ・予約先�
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　７月末、対馬に私の弟が遊びに来て、一緒にシーカヤックを楽しみました。
息もぴったりで、すいすいとオールを漕ぎながら、対馬の海を満喫しました。
また無人島に行って、泳ぎもしました。本当にきれいな島に住んでいるんだ
と実感させられる瞬間でした。�
　そういう対馬の海とは雰囲気ががらりと変わって、釜山の海はとても賑や
かです。今月は夏にふさわしく、活気あふれる釜山の海を紹介します！�

国際交流員�成　修眞�
ソ ン　　　 ス ジ ン �

とても賑やかな釜山の海�

（観光物産推進本部）�

■大混雑の釜山の海�

　夏には、全国各地からのお客さんで大混雑す

る釜山の海ですが、釜山の代表的な海と言えば、

海雲台。多い日には、一日で100万人が集まる

有名なリゾートです。100万人も集まると空か

らみたら、海の色、砂浜の色より、人々の黒い

色の方が多く、海であることがわからなくなり

ます。

　そんな海水浴場に着いて、まずすることとい

えば、砂浜でいい場所をとることです。時間が

たつにつれ、場所がだんだんなくなってしまい

ますので、早めに海に近い場所をとって、ゴザ

を敷いておきます。

■浮き輪、パラソル、水着までレンタル！�

　その後、浮き輪、パラソルなどを借りにいき

ます。海水浴場では、そういったものをレンタ

ルする店がずらりと並んでいます。かき入れ時

だということもあって、割高感は否めませんが、

それでも海に行く時の荷物が減るのはうれしい

ことです。なので、みんなが同じ色の浮き輪、

同じ形のパラソルを使っているのも珍しくあり

ません。また、水着も貸しているので、そのつ

もりがなかったのに、海を見てついはいりたく

なった人達は大助かりです。

■バナナボートに乗りながら、海を満喫！�

　大勢の人がいる海の中では、すぐ人とぶつか

ってしまうので、のびのびと泳ぐことはできま

せん。キャッチボールや波乗りなどをします。

また、お金を払ったら、沖の方で、バナナの形

をしたボートにも乗ることができます。

�

�

�

�

�

�

�

�

�

■海の安全のために海洋警察官を配置！�

　５、６メートルおきに海洋警察官が高い棒の

上に座って、全体を眺めながら、おぼれている

人や流されている人はいないかチェックします。

おぼれている人がいたら、すぐに飛び込み、救

助に向かいます。人工呼吸など、応急措置のプ

ロが揃っていて、海の安全を守っています。

■イベントで賑わう海水浴場�

　私の実家は海雲台海水浴場から約10分の距離

にあります。夏休みに釜山に帰る時には、私も

よく海水浴場に行きます。今年も７月１日に開

場した海雲台海水浴場には、海祭りを始め、ロ

ックフェスティバル、国際ヒップホップフェス

ティバルなど、様々なイベントが盛りだくさん

です。みなさん、夏休みに是非足を運んで、活気

あふれる釜山の海を肌で感じてみてください！

海水浴客で賑わう釜山の海水浴場�

ヘ ウ ン デ

夏には　　　  海が　　  最高です！�

「チェゴ」は最高という�
意味です。�

ヘ ウ ン デ

ヘ ウ ン デ
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安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

区　　分� 対馬市全体�対馬北署管内�対馬南署管内�

交通事故情報（平成20年中）� ７月31日現在�

本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�

24�
‐12�
3�
3�
25�

‐25

8�
1�
2�
2�
14�
6

32�
‐11�
5�
5�
39�

‐19

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

会　　　場� 担当弁護士�申　込　先�日　程�

【社協　厳 原 支 所】�
☎52‐1169

１日（月）�

■９月の無料法律相談�

※相談の時間は午後１時～午後４時�
※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後4時まで）に予約をお願いします。�

社会福祉協議会からのお知らせ�

【社協　美津島支所】�
☎54‐2429

和 智 大 助 弁護士�
（　九　弁　連　）�

岩 橋 英 世 弁護士�
（　九　弁　連　）�

森 永 正 之 弁護士�
（　九　弁　連　）�

８日（月）�対馬市総合福祉保健センター�
 （美津島町 知）�

会　　　場� 相 談 内 容 �担当相談員�日　程�

永尾五助、村岡月子�９日（火）�

■９月の心配ごと相談�

※相談の時間は午後１時～午後４時�
※相談の受付は、当日会場で先着順になります。�
※相談員は、当日変更となることがありますので、ご了承下さい。�

対馬市交流センター 第４会議室�30日（火）�

【問い合わせ】対馬市社会福祉協議会 地域福祉班  ☎０９２０（５８）１４３２�

（
敬
称
略
）�
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
６
月
21
日
〜
７
月
20
日
受
付
分
）�

比
田
勝
　
梅
野
　
朝
子
　
84
歳

　
豊
　
　
上
野
　
　
幸
　
92
歳

　
泉
　
　
武
末
　
米
子
　
87
歳

鰐
　
浦
　
宮
原
　
水
江
　
77
歳

古
　
里
　
修
行
　
久
榮
　
89
歳

大
　
増
　
比
田
勝
律
子
　
75
歳

玖
　
須
　
権
藤
　
倉
男
　
84
歳

一
　
重
　
平
川
　
一
子
　
90
歳

土
井
奈
　
渡
邉
　
藤
夫
　
92
歳

井
　
口
　
大
石
　
浅
枝
　
85
歳

瀬
田
二
区
　
小
宮
　
義
春
　
70
歳

飼
　
所
　
内
野
源
之
允
　
96
歳

久
　
原
　
原
田
　
繁
春
　
72
歳

吉
　
田
　
龍
造
寺

代
　
89
歳

仁
　
位
　
木
村
　
英
生
　
92
歳

志
多
浦
　
清

　
　
優
　
89
歳

横
　
浦
　
齊
藤
　
藤
八
　
86
歳

塩
　
浜
　
阿
比
留
ユ
キ
コ
　
87
歳

芦
　
浦
　
浦
瀬
　
寅
譽
　
85
歳

小
船
越
　
中
村
　
晴
人
　
58
歳

犬
　
吠
　
松
島
多
万
喜
　
59
歳

浦
　
崎
　
小
島
　
光
広
　
61
歳

焼
　
松
　
竹
内
　
勇
人
　
47
歳

中
の
町
　
横
堀
　
武
光
　
87
歳

洲
　
藻
　
渡
邊
喜
久
枝
　
90
歳

根
　
緒
　
上
野
美
智
子
　
76
歳

日
　
吉
　
川

　
節
夫
　
78
歳

中
　
村
　
長
郷
　
嘉
壽
　
86
歳

天
道
茂
　
小
島
　
秀
男
　
85
歳

田
　
渕
　
村
瀬
　
好
枝
　
66
歳

今
屋
敷
　
吉
永
久
美
子
　
76
歳

久
　
田
　
西
山
　
譽
代
　
82
歳

久
根
田
舎
　
松
浦
　
　
文
　
79
歳

佐
須
瀬
　

松
　
オ
キ
　
81
歳

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の
際�

　
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た
方�

　
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

《７月》�

「社会を明るくする運動」
パレード出発式、教育委
員辞令交付、死亡叙勲伝
達、かたらんね市長室
対馬市議会定例会（最終日）
監査委員辞令交付
国境マラソンＩＮ対馬
青年海外協力隊応募促進
支援事業、市内官公庁関
係会議「四季の会」
「八日会」　　（比田勝）
全国市長会理事・評議員
合同会議　　　　（東京）
消防操法県大会出場分団
結団式
佐賀県鳥栖市長来庁、対
馬地区漁協青壮年部連絡
協議会総会、かたらんね
市長室
学校歯科検診関係会議
対馬栽培漁業振興公社理
事会・総会、釜慶大学生
ホームステイ歓迎式
佐須坂トンネル期成会総
会、対馬地域農業振興協
議会総会
地域審議会（厳原、美津
島）、豆酘「産直乃駅」オ
ープン式典
地域審議会　（豊玉、峰）
国境離島対策特別委員会、
対馬市防犯協会連合会総
会、対馬３病院経営委員会
海上自衛隊開隊記念コン
サート、陸自駐屯地納涼
盆踊り大会
定例記者発表、対馬林業
公社理事会・総会
地域審議会（上県、上対馬）
退職辞令交付

１日

３日
４日
６日
７日

８日
９～10日

13日

15日

17日
18日

22日

23日

24日
25日

27日

28日

30日
31日

対馬市交流センター 第４会議室�

永尾五助、吉田千鶴代�

よ ろ ず 相 談 �

子 育 て 相 談 �

阿比留利男、佐伯　繁�16日（火）� 上対馬町地域福祉センター� よ ろ ず 相 談 �

豊玉町福祉センター�

対馬市交流センター 第４会議室�

対馬市交流センター 第４会議室�

【社協　地域福祉班】�
☎58‐1432

17日（水）�

【社協　厳 原 支 所】�
☎52‐1169

29日（月）�

廣 部 俊 介 弁護士�
（ひまわり基金法律事務所）�

※太字は島外出張
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

☆予約制となります。�

★内科医の紹介により診療予約となり

　ます。�

◎特別診療のうち、長崎大学、国立病

　院長崎医療センター応援につきまし

　ては、空路欠航等により診療を中止

　する事がありますので、事前に確認

　下さいますようお願いします。�

※１．☆印の診療科は診療科（内科）よ

　　　りの予約患者様のみの診療を行

　　　っております。�

※２．空路欠航の場合は他の医師が代

　　　診致します。�

※３．透析診療については、月曜日～

　　　土曜日まで午前中に診療します

　　　ので、お問い合わせください。�

※４．予約制で事業所健診・社会保険

　　　生活習慣病予防検診も行ってい

　　　ます。�

糖尿病はなぜ怖いか�

骨粗鬆症はなぜ怖いか�

中学１年生・高校１年生の麻疹・風疹の予防接種�

緑内障はなぜ怖いか�

医療費は高いのか安いのか�

男性高齢者の排尿困難�

24時間電話で健康をお届けします�

診療時間　９：00～12：00（急患のみ）�

９月７日�

14日�

15日�

21日�

23日�

28日�

東 島 医 院 �

佐 須 奈 診 療 所 �

今屋敷ことう診療所�

すとう内科医院�

山 上 医 院 �

三 根 診 療 所 �

東 島 英 孝 �

豊 田 信 寛 �

古 藤 　 剛 �

主 藤 久 次 �

山 上 　 睦 �

塩 見 秀 明 �

（厳　原）�

（佐須奈）�

（厳　原）�

（厳　原）�

（仁　位）�

（三　根）�

☎０９５（８２６）５５１１�

日　程� 診　療　所　名� 医 師 名 �日
曜
・
休
日
救
急
医
療
在
宅
当
番
医�

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス�

９月のテーマ�
月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

予約にて受付けています。�

２・９・16・30�

３・10・17・24

９・30

17

２�

8：30～11：00

予約のみ�

�

�

8：30～11：00�

（紹介状制）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

１・４・８・11・18�

22・25・29

9：00～�

8：30～11：00

毎週（火）�

毎週（水）�

耳 鼻 咽 喉 科�

第４（木・金）�

毎週（月・木）�

第２（火）�

第５（火）�

第３（水）�

第１（火）�

25・26

8：30～11：00

（福 岡 大 学 病 院）�

眼　　　　　科�

（対馬いづはら病院）�

神　経　内　科�

（大村市立市民病院）�

循　環　器　科�

補 聴 器 外 来�

内　　視　　鏡�

泌　尿　器　科�

（長 崎 大 学 病 院）�

☆�

☆�

9:00̃受付患者様終了まで�

9:00̃受付患者様終了まで�

13:00̃受付患者様終了まで�

13:00̃受付患者様�
終了まで�

13:00̃受付患者様�
終了まで�

13:00̃受付患者様�
終了まで�

13:00̃受付患者様�
終了まで�

9:00̃受付患者様�
終了まで�

9:00̃受付患者様�
終了まで�

8:30̃15:00

8:30̃11:00

8:30̃15:00

8:30̃15:00

8:30̃15:00

8:30̃12:00

8:30̃11:00

8:30̃11:00

９�

17

３・10・17・24

12

３・10・17

３・10

24

３・10・17・24

20

第2（火）�

第3（水）�

毎週（水）午後�

第2（金）�

第1・2・3（水）�

第1・2・4（水）�

毎週（水）�

第3（土）�

血　液　内　科�
（長崎医療センター）�

神　経　内　科�☆�
（森　　　正　孝）�

循　環　器　科�☆�
（守　崎　勝　悟）�

脳 神 経 外 科�
（長崎医療センター）�

皮　　膚　　科�
（中 対 馬 病 院）�

糖 尿 病 外 来�★�
（川　上　眞寿弘）�

思 春 期 外 来 �
（長崎県立精神医療センター）�

（長崎医療センター）�
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〈
ア
キ
マ
ド
ボ
タ
ル
〉

　
対
馬
に
は
、
対
馬
だ
け
で
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
生
物
が
数
多
く
生
息

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
生
物
に
ア
キ
マ

ド
ボ
タ
ル
が
い
ま
す
。

　
蛍
が
現
れ
る
季
節
と
い
え
ば
夏
で
す

が
、
な
ん
と
ア
キ
マ
ド
ボ
タ
ル
は
名
前

か
ら
も
お
分
か
り
の
と
お
り
「
ナ
ツ
」

で
は
な
く
「
ア
キ
」
に
現
れ
る
蛍
で
す
。

　
ア
キ
マ
ド
ボ
タ
ル
は
本
来
、
朝
鮮
半

島
や
中
国
に
生
息
す
る
大
陸
系
の
昆
虫

で
す
。
日
本
で
は
対
馬
だ
け
に
生
息
し

て
い
ま
す
。
一
般
的
に
見
ら
れ
る
ゲ
ン

ジ
ボ
タ
ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
な
ど
と
の

一
番
の
違
い
は
、
現
れ
る
時
期
が
９
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
で
あ
る
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
雌
は
羽
が
退
化
し
飛
ぶ
こ
と

が
で
き
ず
、
地
上
を
歩
き
ま
わ
り
ま
す
。

　
ア
キ
マ
ド
ボ
タ
ル
は
長
崎
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
の
夜
長
は
月
見
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

蛍
を
眺
め
　
対
馬
の
自
然
の
素
晴
ら
し

さ
　
と
　
自
然
の
神
秘
　
を
五
感
で
体

感
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
対
馬
市
役
所
観
光
物
産
推
進
本
部

　
☎
０
９
２
０
（
５
３
）
６
１
１
１

　
FAX
０
９
２
０
（
５
３
）
６
１
２
２

雄
の
ア
キ
マ
ド
ボ
タ
ル（
上
）と
、�

　
羽
が
退
化
し
飛
べ
な
い
雌（
下
）�

�

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
連
続
無
事
故
記
録
の
看
板
を
設
置

上
県
町
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
対
馬
空
港
に

　
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
ツ
シ
マ
ヤ

マ
ネ
コ
が
増
え
る
中
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
は

じ
め
多
く
の
人
々
に
事
故
の
現
状
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
環
境
省
を
は
じ
め
長
崎

県
及
び
対
馬
市
は
、
ヤ
マ
ネ
コ
の
連
続
無

事
故
記
録
を
表
示
し
た
看
板
を
市
内
の
2

箇
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
上
県
町
佐
須
奈
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

と
対
馬
空
港
（
愛
称
：
対
馬
や
ま
ね
こ
空

港
）
の
到
着
口
に
設
置
さ
れ
た
看
板
は
、

ア
ル
ミ
製
で
高
さ
60
cm
×
幅
90
cm
。
「
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
交
通
事
故
」
の
文
字
の
下
に
、

入
れ
替
え
式
の
数
字
パ
ネ
ル
が
配
置
さ
れ
、

今
日
で
事
故
が
何
日
発
生
し
て
い
な
い
か

が
確
認
で
き
ま
す
。
数
字
の
入
れ
替
え
は
、

看
板
設
置
先
の（
株
）鈴
木
石
油
と
対
馬
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル（
株
）が
行
い
ま
す
。

　
6
月
27
日
、
対
馬
空
港
で
行
わ
れ
た
看

板
の
除
幕
式
で
は
、
対
馬
野
生
生
物
保
護

セ
ン
タ
ー
の
佐
々
木
真
二
郎
自
然
保
護
官

と
対
馬
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

（
株
）
の
原
田
裕
夫
管
理
部
長
に

よ
り
除
幕
が
行
わ
れ
、
ツ
シ
マ
ヤ

マ
ネ
コ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ろ
く

べ
え
」
が
く
す
玉
を
割
り
、
「
目

指
せ
！
ヤ
マ
ネ
コ
無
事
故
１
０
０

０
日
」
と
書
か
れ
た
垂
れ
幕
が
現

れ
ま
し
た
。

　
佐
々
木
自
然
保
護
官
は
「
数
字

が
毎
日
変
化
す
る
の
で
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
交
通
事
故
は

平
成
18
年
度
中
に
8
件
、
19
年
度

中
に
3
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

″
″

″

″


